
広報
今月の主な内容

いの町の人口
（平成29年11月末現在）

◦総人口 23,369（23,744）人　

◦男　性 11,132（11,325）人　

◦女　性 12,237（12,419）人　

◦世帯数 10,682（10,750）世帯

（　　）内は前年同月末日

※住民基本台帳人口による

いの町公式ホームページ

http://www.town.ino.kochi.jp/

No.1 6 02 0 1 8

いの町上下水道組合

☎ 090－9555－6246

上下水道休日当番

国保税　　　　　　７期

介護保険料　　　　７期

後期高齢者医療保険料　７期

今 月 の 納 税

1

2  平成30年　年頭のごあいさつ

3  職員採用試験のご案内

4  消防団員募集

5  伊野税務署からのお知らせ

6  南海トラフ地震に備える事業について

8  いの町観光協会からのお知らせ

　 高校生が考えるいの町活性化案

冬季閉鎖直前(11月下旬)の寒波によりうっすらと積雪があり、

青空と霧氷のコントラストが美しい景観となりました。

ＵＦＯライン(町道瓶ヶ森線)にて
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　新年おめでとうございます。

　町民の皆様におかれましては、

お健やかに輝かしい新春をお迎

えのこととお喜び申し上げます。

　さて昨年は５個の台風の影響

を受けるなど災害がありました。

被災された皆様には心からお見

舞い申し上げます。一方、喜ば

しいことといたしましては、消

防団枝川分団が本年の消防操法

全国大会出場を決めました。

　また、教育実践家菊池省三氏

には引き続き「自尊感情を高

める」など「心の教育」を実践していただいており、

映画も完成し、町内外にその取り組みといの町の魅

力をを発信していただいております。

　本年も移住・定住の促進、少子高齢化対策、地域

振興など、いの町の未来に向けた施策を進めてまい

ります。ご理解ご協力のほどお願い申し上げます。

　本年が皆様にとりまして幸多き一年となりますよ

う心よりお祈り申し上げます。

いの町長　池田牧子

　新年おめでとうございます。

　町民の皆様におかれましては、

思いも新たに新しい年をお迎え

のこととお喜び申し上げます。

　町議会も、昨年６月の改選に

よりまして新しい体制での歩み

を始めました。

　いの町も現在、少子化・人口

減少など厳しい状況が続いてお

ります。

　議会も行政と力を合わせ、こ

れらの課題に取り組まなければ

なりません。

　議会に対しまして、皆様の尚一層のご理解ご協力

を賜りますようお願い申し上げます。

　平成30年という節目の年が、穏やかで皆様にと

りましてより良い年でありますようご祈念申し上げ、

新年のご挨拶とさせていただきます。

いの町議会議長　高橋幸十郎

平成３０年
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平成２９年度  いの町職員採用試験案内（専門職）
１　採用予定人員及び主な勤務先

２　受験資格

４　試験日、試験科目

試験区分 採用予定人員 主な勤務先・職務内容

①土木 １名
本庁又は総合支所において、一般行政事務及び道路等の設計、維持管理等
に関する業務に従事します。

②情報処理 １名
本庁又は総合支所において、一般行政事務及び情報処理システムの総合調
整、情報セキュリティや地域情報化等に関する業務に従事します。

③介護支援
　専門員

１名
包括支援センターなどにおいて、介護支援専門員（ケアマネージャー）と
して介護予防ケアプラン等の作成及び総合相談業務に従事します。

④保育士 若干名
保育園又は幼稚園において、保育士又は幼稚園教諭としての業務に従事し
ます。

⑤看護師 ３名 仁淀病院などにおいて、看護師としての業務に従事します。
⑥介護員 ２名 仁淀病院などにおいて、介護員としての業務に従事します。

試験区分 受　験　資　格

①土木
1級又は2級土木施工管理技士の資格を有し、民間企業等（注1）での土木の施工計画等の
業務経験（注2）が3年以上ある人

②情報処理
情報処理の促進に関する法律に基づき経済産業大臣（旧通商産業大臣）の実施する国家試
験（情報技術者試験）に合格している人（ＩＴパスポート試験は除く。）で、民間企業等
（注1）での情報処理に係る業務経験（注2）が3年以上ある人

③介護支援
　専門員

介護支援専門員証（採用予定日において有効なもの）を有し、かつ社会福祉士の資格を有
する人で、ケアマネジメントの業務経験（注2）が3年以上ある人

④保育士
保育士及び幼稚園教諭の両資格を有し、民間又は公立の保育所又は幼稚園での業務経験
（注2）が3年以上ある人

⑤看護師 看護師の資格を有する人（平成29年度国家試験合格見込みの人を含む。）
⑥介護員 昭和63年4月2日以降に生まれた人

（注1）民間企業等は、自営業並びに国又は地方公共団体等を含みます。
（注2）業務経験は、平成30年2月1日（木）現在での年数になります。
（注）①〜⑤は、年齢要件はありませんが、採用された場合の定年は60歳となります。

区　分 試　験　日 試験区分及び科目

第１次試験 ２月４日（日）

①土木、②情報処理 事務適性検査、教養試験
③介護支援専門員、④保育士 専門試験
⑤看護師 看護師適性検査、専門試験
⑥介護員 労務適正検査、専門試験

第２次試験 ２月25日（日） 第１次試験合格者 作文、面接
※試験の開始時間、場所などについては、申込者に別途お知らせします。

３　受験手続

　（１）申込書の配布場所
　　　　総務課、吾北総合支所住民福祉課、本川総合支所住民福祉課、枝川出張所、八田出張所、すこやかセンター

伊野又は仁淀病院で配布を受けるか町のホームページからダウンロードしてください。
　（２）申込書の郵送による請求
　　　　あて先を明記し、120円切手を貼った返信用封筒（角2封筒）を同封して、封筒の表に「採用試験申込書請求」

と朱書きし、下記まで、請求してください。

　　　　 〒781-2192　いの町1700番地1　　いの町役場総務課

　（３）申込みの方法 …… 総務課へ持参又は郵送ください。
　（４）受付期間 ………… 1月9日（火）〜1月19日（金） 土・日曜日を除き、8：30〜17：15までの間受け付けます。
　　　　　　　　　　　　郵送による申込は、1月19日（金）までの必着となります。

５　合格発表時期 （１）第１次試験 ……… ２月中旬の予定
 （２）最終合格発表 …… ３月上旬の予定

６　採用予定日 ４月１日（日）（欠員の状況により平成29年度中の採用となる場合があります。）
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消防団員募集中

消防団の役割（地域防災力の向上）

訓練や出動は？

消防団ってどんな活動をするの？

団員の身分や待遇は？

入団の方法は？

　大規模な災害が発生した場合、同時に各地で被害

が発生するため、消防署・警察署・行政はすべてに対

応することができません。そのため、地域のことは

地域で解決する地域防災力の向上が必要となります。

　東日本大震災では、住民の避難誘導、水門閉鎖、

消火、救助、傷病者搬送、行方不明者捜索、瓦礫撤

去、避難所運営支援、夜間警戒など、災害発生初期

から長期にわたり、地域住民のために重要な役割を

果たしてきました。

　いの町でも、平成26年度の台風12・11号災害で

は全団員を招集し、水防警戒、舟艇による人命救助、

道路障害物除去、避難誘導、被災状況報告など、各

地域で非常に大きな役割を果たしました。

　今後も地元の状況などを熟知している消防団は、

地域防災力の核として大きな力を発揮することが期

待されます。

　例えば伊野方面隊での訓練は、月一回の定時通信

と資機材点検、春と秋の演習、５月の水難救助訓練

が主な訓練内容となります。そのほかにも年末警戒

や町民祭の警備活動もあります。

　また、操法大会のある年については、出場する各

分団・部での操法訓練があります。

　火災、大雨による水防活動、水難事故、行方不明

者の捜索の際に、出動要請があります。

　火災現場への出動をはじめその主な活動を紹介し

ます。

■災害活動

　消防団活動の中でも最も重要なものです。

　火災現場での消火活動、水害時の水防活動などに

出動し、災害現場の第一線で消防署の消防士と協力

して災害の防除にあたります。

　また、災害時の避難誘導、行方不明者の捜索・救

助、水難救助活動などにも出動します。

■予防活動

　災害を未然に防ぐことも重要な活動です。

　年末特別警戒による地域の火災予防、町民祭での

警備活動も行っています。

■訓練・教育活動

　出動時に迅速かつ適切な活動を行うためには、団

員一人ひとりの消防技術のレベルアップが必要です。

　消防団では、各種消防演習や水難救助訓練、防災

訓練、自主防災組織訓練など、年数回の訓練を行っ

ています。

　また、新入団員には、消防学校で消防団員として

必要な知識や技術の習得をしていただきます。

　そして地域の自主防災組織の訓練へも積極的に参

加しています。

■啓発・広報活動

　火災を起さないために、地域住民の防火意識の高

揚を図ることも大切です。地域の保育園や幼稚園の

園児との防火パレードなど、地域行事への参加を通

じ防火意識の啓発に努めています。

　また、警察署と協力して、水難事故防止ＰＲ活動

も実施しています。
　消防団員の身分は、非常勤の特別職地方公務員と

なります。費用弁償として、８時間までを一回の出

務として、一回5,000円支給され、年度末に、階級

に応じて年報酬も支給されます。

　また、公務中の災害についても手厚い補償があり、

退団される際には、勤務年数に応じて退職報奨金も

支給されます。そのほかにも互助会制度や福祉共済

制度も充実しています。

　入団申込、消防団活動に対する問い合わせは、地

域の各分団又は仁淀消防署消防団係（☎893-3221）

までご連絡ください。
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■申告と納税の期限

　所得税及び復興特別所得税、贈与税

　3月15日（木）

　個人事業者の消費税及び地方消費税

　４月２日（月）

■税務署の確定申告会場開設期間

　2月16日（金）〜3月15日（木） 9：00〜16：00

　※会場の混雑状況により16：00前であっても受

付を終了する場合があります。

　　なお、贈与税・譲渡所得の申告について記載方

法等に不明点がある方は、担当職員が従事してい

る3月1日（木）〜3月15日（木）の間にお越しくださ

い。

■確定申告電話相談センター

　1月18日（木）〜3月15日（木）

　　確定申告に関するご質問やご相談は「確定申告

電話相談センター」をご利用ください。

　　伊野税務署（☎893‒1121）にお電話いただき、

自動音声案内に従い「０」を選択してください。

■確定申告書にマイナンバーの記載が必要です！

　　申告手続きなどには、マイナンバーの記載と本

人確認書類の提示又は写しの添付（郵送の場合）

が必要です。

　【必要書類】

　　マイナンバーカード

　　※マイナンバーカードをお持ちでない方

　　　マイナンバー通知カード＋運転免許証などの

身分確認書類

■確定申告書等作成コーナー

　　国税庁ホームページ「確定申告書等作成コー

ナー」では、画面の案内に従って該当項目を入力

することにより申告書の作成ができます。作成し

た申告書は、直接、電子申告（e-Tax※）するか、

Ａ４サイズの普通紙に印刷し郵送等で税務署に提

出することができます。

　 　 作 成 コ ー ナ ー の 操 作 に 関 す る 問 い 合 わ せ

は「e-Tax・作成コーナーヘルプデスク（☎

0570‒01‒5901）」にお尋ねください。

　※e-Taxのご利用は事前に準備が必要です。

　　詳しくはe-Taxホームページ（http://www.

e-tax.nta.go.jp）をご覧ください。

■医療費控除の領収書について

　　平成29年分の確定申告から、領収書の代わり

に「医療費控除の明細書」の添付が必要となりま

した。「医療費控除の明細書」には、医療機関名

や薬局名、支払った医療費の額等の詳細を記入す

る必要があります。

　　なお、医療費の領収書は自宅で５年間保存し、

税務署から求められたときは、提示又は提出しな

ければなりません。

■セルフメディケーション税制（平成29年分～33年分）

　　あなたが、人間ドックや予防接種など健康の増

進及び疾病の予防として一定の取組を行っており、

あなたや生計を一にする配偶者その他の親族のた

めに支払った特定の医薬品等（スイッチOTC薬）

の購入費があるときは、従来の医療費控除との選

択により、次の算式によって計算した金額が医療

費控除として所得金額から差引かれます。

　〔購入費〕－〔保険金等の補てん金額〕－〔12,000

円〕＝〔控除額（最高８万８千円）〕

■振替納税をご利用ください

　　振替納税は、金融機関の預貯金口座から納税額

が自動的に引き落とされる便利な制度です。ご利

用開始に当たっては、「預貯金口座振替依頼書兼

納付書送付依頼書」を申告期限までに提出してく

ださい。

　振替納付日

　　所得税及び復興特別所得税　４月20日（金）

　　消費税及び地方消費税　　　４月25日（水）

人権擁護委員無料相談のご案内

地区 今月の相談日 相談時間 開　催　場　所

伊野 1月17日㈬ 13：30～16：30
すこやかセンター伊野
１階　小会議室

吾北 1月 9日㈫ 10：00～15：00
吾北山村開発
センター

法務局相談窓口・問い合わせ
（祝休日を除く月～金曜日　受付 8：30～17：00）

高知地方法務局人権擁護課 ☎ 822－3503

人権擁護委員

杉本　寛子

井上　　晃

藤木　栄子

金子　　覺

坂本　美加

髙橋美智子

山本　周児

人権擁護委員へのご相談等に

関する問い合わせは

ほけん福祉課まで

　☎（０８８）８９３-３８１０

◆ 伊野税務署からのお知らせ ◆
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　阪神・淡路大震災では、死亡やケガの原因の約８割が家具などの転倒落下や家屋の倒壊によるものでした。

　町では、南海トラフ地震に備え、地震に強い安全な住まいづくりを目指すために、次の事業を実施していま

す。

　また、町では耐震診断の無料化を実施しており、耐震設計・改修事業について、今年度から補助金額を最大

40万円増額しました。また、耐震設計・改修事業については、段階的耐震化補助及び代理受領制度を整備して

おります。南海トラフ地震での被害を軽減するためにも、積極的な「揺れ対策」をお願いします。

1 木造住宅耐震診断

1 対象となる住宅
町内に所在し、昭和56年５月31日以前に建築された木造住宅（一戸建て、長屋、
併用住宅及び共同住宅で貸家を含み、主たる生活の場となる建物）

2 対象とならない住宅
特殊構造・特殊構法のもの（プレハブ、ツーバイフォー、丸太組工法、鉄骨などを

含む混構造の住宅）

3
診断を受ける

ことができる方
町内に居住し、対象となる住宅の所有者でいの町税を滞納していない者

4 診断方法

申込者の住宅へ診断士が訪問し、申込者の立ち会いのもと、床下や天井裏の点検口

（開口部）から内部を直接見て調べます。なお、壁を壊したり、天井をめくるよう

な調査は行いません。

5 診断費用 無料

6 申込期間 申込件数が定数に達するまで、随時受け付けします。

7 注意事項

①耐震診断のため派遣する診断士は、高知県が行う「木造住宅耐震診断士養成講
習」を受講し県へ登録されている者です。

②耐震診断は、住宅の耐震診断のみを行うものです。その後の耐震補強工事を義務
付けるものではありません。

③耐震診断は、大規模な地震に対して、住宅がどの程度の安全性があるかを判定す
るものであり、地震によって倒壊しないことを保証するものではありません。

2 木造住宅耐震設計・改修

1 要件

①町が実施した木造住宅耐震診断の上部構造評点が１．０未満であるもの
②耐震改修工事後の上部構造評点が１．０以上となるもの
③「高知県木造住宅耐震診断士」として高知県に登録されている事業者が、耐震改

修設計については登録設計事務所が実施し、耐震改修については登録工務店が実
施するもの

④本年度中に事業が完了するもの
⑤いの町税を滞納していない者であること。

2 補助金額
〇耐震改修設計費・・・最高 30万5千円
〇耐震改修工事費・・・最高122万5千円

3 非木造住宅の耐震診断・設計・改修

　この補助金は、非木造住宅の耐震診断・改修を行った、町内在住の方に対する補助金です。

　耐震診断を実施したことに対して3万円、耐震設計に30万5千円、耐震改修工事に122万5千

円を上限に補助があります。着手前に申請が必要となります。詳細はお問い合わせください。

▪総務課　☎８９３－１１１３
 ▪吾北総合支所住民福祉課　☎８６７－２３００

 ▪本川総合支所住民福祉課　☎８６９－２１１２

南海トラフ地震に備える事業について
申込・問い合わせ
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4 ブロック塀の耐震対策補助

　ブロック塀の倒壊被害（倒壊したブロックの下敷きになる・避難や消火活動の阻害など）の防止、又は軽減
することを目的とした補助事業です。

1 補助対象者
①ブロック塀を所有する者（所有者と親子関係にある者など町長が認めた者を含む。）
②いの町税を滞納していない者

2
補助の対象となる

ブロック塀など

道路、通路に面したコンクリートブロック塀などのうち、点検表に一つでも不適合
があるものが補助の対象となります。鉄筋が入っているかそうでないかで使用する
点検表が異なります。なお、建築基準法第42条第2項に規定する道路の中心から2
メートル以内にあるブロック塀は、前面道路の中心線から2メートル後退して改修
してください。

3 補助対象経費

補助対象のコンクリートブロック塀を、登録工務店又は建設業者に依頼して、撤去
又は倒壊時の被害が少ないフェンスや生け垣への改修を行うための経費が、補助の
対象となります。

4 補助金額

定額（補助限度額）20万5千円、補助対象経費が20万5千円に満たない場合は、そ
の額となります。また、補助金の額に千円未満の端数が生じた場合は切り捨てにな
ります。

5 老朽住宅除却事業

　現在、全国的に空き家が増加傾向にあり、安全面や景観面などにおいて、大きな問題となっています。老朽
化が著しい建物で、周囲に危険性がある住宅などの除却に対する補助事業です。

1 補助対象者

①いの町内にある老朽住宅の所有者であること。ただし、当該所有者と親子関係に
ある者など町長が認めたものを含む。

②いの町税を滞納していない者

2 補助対象建築物

①いの町地域防災計画に位置付けられた緊急輸送道路又は避難路の沿道に位置する
老朽化した木造住宅など

②別表第１に規定する基準で100点以上の評定があるもの
※別表第１については、担当課までお問い合わせください。

3 補助金額 除却工事費に10分の8を乗じて得た額とし、その限度額は164万5千円とする。

6 家具転倒防止

　自分で家具の転倒防止対策のできない世帯に対して、取付金具代はご負担していただき、委託業者に取付作
業を依頼します。

1 事業の流れ

申請書の提出
　→ 取付可否の判断 → 決定通知書の送付 → 委託業者の現地確認 → 取付作業
　→ 事業完了

2 補助対象者 全世帯

3 固定箇所数 一世帯につき5か所まで

4 その他注意事項

①取付金具代は自己負担となります。
②家具の柱、壁などの補強は行いません。
③借家などの場合、家屋の所有者又は管理者の承諾が必要となります。
④設置後、必ず転倒しないことを保証するものではありません。
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※町公式ホームページにも掲載しています。

基準値 公園町水系 鎌田水系 伊野南 上八川 長 沢

一般細菌 100個／ｍL以下 1未満 1未満 1未満 0 0
大腸菌 検出されないこと 検出せず 検出せず 検出せず 検出せず 検出せず

塩化物イオン 200㎎/L以下 2.3 2.6 4.3 1.9 2.2
有機物 3㎎/L以下 0.1未満 0.1未満 0.1未満 0.3未満 0.3未満
ｐH 5.8以上8.6以下 7.4 7.0 6.9 7.5 7.1
味 異常でないこと 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし

臭気 異常でないこと 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし 異常なし
色度 5度以下 1未満 1未満 1未満 1未満 1未満
濁度 2度以下 0.05未満 0.05未満 0.05未満 0.1未満 0.1未満

※検査機関によって結果の表記に違いがありますが、全ての地点で水質基準を満たしています。

いの町上水道水質検査結果平成29年11月分

いの町観光協会からのお知らせ
■ 問い合わせ　〒781-2101 いの町大国町145　　☎ 893-1211　　Fax 893-1205

いの町に二日間だけ出現する雪遊び場。
「本川スノーパーク」今年も開催決定！
南国高知に、気軽に雪と遊べる場所を用意しました。

無料のそりや雪遊び道具も用意しております。

ソリですべるもよし。かまくら作りよし。雪合戦もよし。

雪広場での遊び方は自由自在。

本川地域ならではのあったかい食べ物もご用意しています。

　中心商店街に賑わいを取り戻そうと、若手経営者らが椅子の設置を

提案したことを受け、11月に休憩丸太イスが町商店街に出現しました。

　ログハウス造りで実績のある永田泰雄さんが指導し、町地域おこし

協力隊員の小野さんと邨
むら

谷
や

さんが作製しました。若手経営者と親交の

ある建築士にデザインの一部を協力していただき町内の商店街７カ所

に町有林産材を使った椅子17脚が設置されました。

　商店街にお越しの際は、休憩等でご活用ください。

　伊野商業高校では、高知工科大学の協力を得ながら、いの町活性化について学習に取り組んできました。

今年はそれぞれのチームがいの町の魅力をホームページで発信しました。この学習を通して気づいたこと、

学んだことを発表します。

▼日時・場所　　１月17日（水）　13：40〜16：00　　いの町役場本庁舎　いのホール（13：00開場）

▼概　　　要　　①「いの町活性化にむけて」ＨＰ発信（３年生５チーム）

　　　　　　　　②いの町活性化アイディア（２年生５チーム程度）

▪問い合わせ　　伊野商業高等学校　キャリアビジネス科　☎ ０８８-８９２-０５４８

1月27.28日　本川スノーパーク　開催！

商店街に休憩丸太イス出現！！

▪日時：１月27日（土）28日（日）　10：00～15：30

▪場所：旧木工団地（寒風山トンネル手前）

▪料金：大人500円／子供300円（小学6年生まで）／小学生未満無料

※雪の状況により開催できない場合があります。（中止の場合はいの町観光協会のホームページに掲載いたします）

『大好きないの町をもっと素敵な町にする』
～高校生が考えるいの町活性化案～聴いてみませんか？
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お
知
ら
せ

講
座
・
教
室

ニ
ュ
ー
ス

お
　
　
礼

お
礼

寄
付
の
お
礼

　

町
商
工
会
青
年
部
か
ら
、
チ
ャ

リ
テ
ィ
ー
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
の
収
益

を
学
校
教
育
活
動
に
役
立
て
て
ほ

し
い
と
川
内
小
学
校
に
多
額
の
ご

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

紙
上
を
も
ち
ま
し
て
、
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

教
育
委
員
会
事
務
局

ニ
ュ
ー
ス

戦
没
者
遺
族
相
談
員
に
つ
い
て

　

町
の
戦
没
者
遺
族
相
談
員
と
し

て
、
10
月
１
日
付
け
で
厚
生
労
働

大
臣
か
ら
次
の
方
が
任
命
さ
れ
ま

し
た
。

（
任
命
期
間
は
平
成
31
年
９
月
30

日
ま
で
）

▼
戦
没
者
遺
族
相
談
員

門
田　

勲

■
問
い
合
わ
せ

　

県
地
域
福
祉
政
策
課

☎
０
８
８-

８
２
３-

９
６
６
２

ニ
ュ
ー
ス

「
ド
コ
モ
四
国
　
土
佐
・
い
の

元
気
の
森
」の
森
づ
く
り
活
動

　

11
月
11
日
、
㈱
ド
コ
モ
Ｃ
Ｓ
四

国
高
知
支
店
と
町
が
締
結
し
て
い

る
「
ド
コ
モ
四
国　

土
佐
・
い
の

元
気
の
森
」
実
施
に
係
る
協
定
に

基
づ
き
、
波
川
地
区
の
町
有
林
に

お
い
て
、
㈱
ド
コ
モ
Ｃ
Ｓ
四
国
高

知
支
店
の
関
係
者
の
皆
さ
ん
約
30

名
が
参
加
し
て
森
づ
く
り
活
動
を

実
施
し
ま
し
た
。
高
知
中
央
森
林

組
合
に
よ
る
間
伐
作
業
を
見
学
し

た
後
、
間
伐
材
の
枝
払
い
・
玉
切

り
体
験
、
遊
歩
道
の
整
備
、
林
道

の
側
溝
の
清
掃
を
行
い
ま
し
た
。

　

玉
切
り
体
験
で
は
、
玉
切
り
し

た
材
の
木
口
を
薄
く
円
盤
状
に
し

た
も
の
を
、
記
念
に
持
ち
帰
っ
て

も
ら
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
遊
歩
道
整
備
や
林
道
の

側
溝
の
清
掃
で
は
、
た
く
さ
ん
の

落
ち
葉
や
土
な
ど
を
取
り
除
い
た

ほ
か
、
遊
歩
道
で
急
勾
配
と
な
っ

て
い
る
場
所
に
は
木
材
を
使
っ
た

階
段
を
設
置
し
ま
し
た
。

　

秋
晴
れ
の
下
、
皆
さ
ん
心
地
よ

い
汗
を
か
か
れ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

ニ
ュ
ー
ス

第
12
回「
い
の
町
　
太
陽
が

育
む
森
」交
流
活
動

　

太
陽
石
油
㈱
と
町
が
締
結
し
た

協
働
の
森
づ
く
り
事
業
パ
ー
ト

ナ
ー
ズ
協
定
に
基
づ
き
、
11
月
18

日
、
清
水
程
野
地
区
に
あ
る
「
グ

リ
ー
ン
・
パ
ー
ク
ほ
ど
の
」
森
林

生
態
学
習
館
に
お
い
て
、
太
陽
石

油
㈱
関
係
者
の
皆
さ
ん
、
高
知
中

央
森
林
組
合
、
県
及
び
町
の
職
員
、

約
50
名
が
参
加
し
て
交
流
活
動
を

行
い
ま
し
た
。

　

前
日
か
ら
降
り
続
い
た
雨
の
た

め
、
バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
作
り
、
木

工
等
を
行
い
ま
し
た
。

　

バ
ウ
ム
ク
ー
ヘ
ン
作
り
で
は
、

周
り
の
紅
葉
を
楽
し
み
な
が
ら
の

作
業
と
な
り
、
食
後
の
デ
ザ
ー
ト

と
し
て
堪
能
し
ま
し
た
。

　

木
工
で
は
、
先
に
森
林
学
習
を

行
っ
た
後
、
ス
プ
ー
ン
作
り
と
ペ

ン
ス
タ
ン
ド
作
り
と
な
り
ま
し
た
。

森
林
学
習
で
は
参
加
者
の
皆
さ
ん

一
人
ひ
と
り
に
木
に
な
っ
た
つ
も

り
で
、
間
伐
の
大
切
さ
を
体
感
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

ス
プ
ー
ン
作
り
で
は
、
彫
刻
刀

や
木
工
用
ナ
イ
フ
を
器
用
に
使
っ

て
世
界
に
1
つ
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
ス
プ
ー
ン
を
作
り
ま
し
た
。
ペ

ン
ス
タ
ン
ド
作
り
で
は
、
間
伐
材

を
玉
切
り
し
、
切
り
口
に
ド
リ
ル

で
穴
を
開
け
、
ヤ
ス
リ
で
磨
い
た

り
、
ド
ン
グ
リ
で
飾
り
つ
け
を
し

た
り
し
ま
し
た
。

　

昼
食
は
、
吾
北
地
区
農
漁
村
女

性
グ
ル
ー
プ
研
究
会
に
よ
る
地
元

食
材
を
ふ
ん
だ
ん
に
使
っ
た
郷
土

料
理
を
満
喫
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

晩
秋
の
程
野
で
楽
し
さ
が
い
っ

ぱ
い
に
広
が
っ
た
1
日
と
な
り
ま

し
た
。
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お
　
　
礼

お
知
ら
せ

講
座
・
教
室

ニ
ュ
ー
ス

ニ
ュ
ー
ス

ニ
ュ
ー
ス

防
災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

11
月
５
日
に
、
町
内
各
地
区
で
、

南
海
ト
ラ
フ
地
震
を
想
定
し
た
防

災
訓
練
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

訓
練
は
、
神
谷
地
区
、
本
川
地

区
で
、
地
区
住
民
、
関
係
機
関
あ

わ
せ
て
約
２
６
０
名
の
皆
様
の
参

加
の
も
と
、
９
時
に
Ｊ-

ア
ラ
ー

ト
に
よ
る
緊
急
地
震
速
報
、
震
度

速
報
を
吹
鳴
し
、
避
難
訓
練
、
学

習
会
、
倒
壊
家
屋
救
出
訓
練
、
消

火
訓
練
、
救
急
法
訓
練
、
給
水
訓

練
、
炊
出
し
訓
練
な
ど
を
実
施
し

ま
し
た
。

　

南
海
ト
ラ
フ
地
震
は
今
後
30
年

以
内
に
70
％
程
度
の
確
率
で
起
こ

る
と
予
想
さ
れ
、
最
大
規
模
の
想

定
で
は
、
伊
野
地
区
市
街
地
を
中

心
に
広
範
囲
に
わ
た
り
震
度
７
が
、

そ
の
他
の
地
域
で
も
震
度
６
弱
か

ら
６
強
が
予
測
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
ご
ろ
か
ら
指
定
緊
急
避
難
場

所
、
避
難
経
路
、
防
災
用
品
の
備

え
な
ど
の
確
認
を
十
分
行
う
よ
う

に
し
て
く
だ
さ
い
。

　

最
後
に
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま

し
た
各
関
係
者
の
皆
様
方
に
お
礼

を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
町

民
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
も

こ
の
機
会
に
今
一
度
地
震
へ
の
備

え
に
つ
い
て
、
地
域
や
ご
家
庭
で

話
し
合
い
を
行
っ
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

【
神
谷
小
中
学
校
で
の
訓
練
の
様

子
】

ニ
ュ
ー
ス

伊
野
方
面
隊
秋
季
演
習
を

実
施

　

秋
の
火
災
予
防
運
動
期
間
中
の

11
月
12
日
、
い
の
町
消
防
団
伊
野

方
面
隊
の
秋
季
演
習
が
高
知
県
消

防
学
校
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
演
習
で
は
、
長
距
離
送

水
を
想
定
し
た
中
継
送
水
訓
練
、

並
び
に
、
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
ー
運
用

要
領
を
踏
ま
え
た
指
揮
命
令
、
情

報
伝
達
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

　

安
全
確
実
な
送
水
の
た
め
に
は
、

送
水
タ
イ
ミ
ン
グ
や
送
水
圧
力
な

ど
、
無
線
を
通
じ
た
相
互
連
携
が

非
常
に
重
要
と
な
り
ま
す
。
連
携

が
密
に
と
れ
て
い
な
い
場
合
、
ポ

ン
プ
の
破
損
や
怪
我
と
い
っ
た
重

大
な
事
故
の
発
生
が
予
想
さ
れ
ま

す
。

　

今
回
の
訓
練
を
通
じ
て
、
安
全

確
実
な
送
水
の
た
め
の
機
関
運
用

及
び
デ
ジ
タ
ル
無
線
の
適
切
な
運

用
方
法
に
つ
い
て
習
熟
す
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

【
訓
練
中
の
様
子
】

【
訓
練
後
の
反
省
会
の
様
子
】

ニ
ュ
ー
ス

秋
の
火
災
予
防
運
動
期
間
中

の
行
事
に
つ
い
て

　

11
月
９
日
か
ら
15
日
ま
で
の
秋

の
火
災
予
防
運
動
期
間
中
、
各
地

で
火
災
予
防
運
動
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
幼
年
消
防
ク
ラ
ブ
が
火

災
予
防
を
訴
え
る
た
め
、
町
内
の

各
幼
稚
園
保
育
園
で
防
火
パ
レ
ー

ド
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

1
月
の
消
防
団
行
事
予
定

１
月
７
日（
日
）

　

消
防
出
初
式

　

（
吾
北
中
学
校
）

１
月
21
日（
日
）

　

初
午
祈
願
祭

１
月
26
日（
金
）

　

文
化
財
防
火
デ
ー
消
防
訓
練

　

（
椙
本
神
社
、
山
中
家
住
宅
、

新
郷
土
館
）
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礼

講
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室

お
知
ら
せ

ニ
ュ
ー
ス

ニ
ュ
ー
ス

吾
北
地
区
防
災
訓
練
開
催

　

吾
北
中
学
校
、
追
手
前
高
校
吾

北
分
校
と
地
域
の
自
主
防
災
会
と

の
合
同
訓
練
が
、
11
月
13
日
に
吾

北
分
校
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

天
気
に
も
恵
ま
れ
、
１
５
０
人

以
上
の
参
加
者
が
熱
心
に
訓
練
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

　

骨
折
な
ど
の
応
急
処
置
、
身
近

な
も
の
を
使
っ
た
簡
易
な
担
架
の

作
成
、
消
火
器
の
使
い
方
や
バ
ケ

ツ
リ
レ
ー
な
ど
、
災
害
時
に
実
際

に
役
立
つ
知
識
や
技
術
に
つ
い
て

学
び
、
あ
わ
せ
て
昭
和
50
年
に
吾

北
地
区
を
襲
っ
た
台
風
災
害
に
つ

い
て
の
説
明
を
受
け
、
災
害
の
恐

ろ
し
さ
、
地
域
の
助
け
合
い
の
大

切
さ
を
学
び
ま
し
た
。

 

　

ま
た
、
炊
き
出
し
訓
練
で
は
、

自
主
防
災
会
や
食
生
活
改
善
推
進

協
議
会
の
方
々
の
指
導
の
も
と
、

生
徒
た
ち
が
協
力
し
て
カ
レ
ー
ラ

イ
ス
の
調
理
を
行
い
、
美
味
し
く

い
た
だ
き
ま
し
た
。

 　

次
回
以
降
も
地
域
と
の
交
流
が

よ
り
一
層
深
ま
る
よ
う
な
訓
練
を

目
指
し
て
取
り
組
み
を
続
け
て
い

き
ま
す
。

ニ
ュ
ー
ス

吾
北
地
区
自
主
防
災
会
学
習

会
と
映
画
「
ニ
ッ
ポ
ン
の
教

育
」
吾
北
地
区
上
映
会
開
催

　

11
月
19
日
に
、
吾
北
中
央
公
民

館
で
吾
北
地
区
自
主
防
災
会
連
合

会
学
習
会
と
映
画
「
ニ
ッ
ポ
ン
の

教
育
」
上
映
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

吾
北
地
区
の
各
自
主
防
災
会
な

ど
か
ら
１
０
０
名
以
上
が
参
加
し

ま
し
た
。

　

学
習
会
で
は
住
宅
の
耐
震
化
に

つ
い
て
具
体
的
な
実
施
例
を
紹
介
、

補
助
制
度
の
活
用
を
検
討
す
る
声

も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

学
習
会
を
通
じ
て
、
地
震
の
揺

れ
か
ら
命
を
守
る
た
め
に
、
住
宅

を
耐
震
化
す
る
こ
と
の
重
要
性
や
、

災
害
が
起
き
た
と
き
の
た
め
に
日

頃
か
ら
良
好
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
築
く
こ
と
の
大
切
さ
に

つ
い
て
再
確
認
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
上
映
会
で
は
「
い
の
町

菊
池
学
園
」
の
実
践
す
る
「
ほ
め

言
葉
の
シ
ャ
ワ
ー
」
な
ど
に
興
味

を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
早
速
子
ど

も
や
孫
を
も
っ
と
褒
め
て
い
き
た

い
と
い
う
意
見
も
出
て
い
ま
し
た
。

お
知
ら
せ

い
の
町
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て

　

町
で
は
「
い
の
町
メ
ー
ル
配
信

サ
ー
ビ
ス
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
ご
自
分
で
気
象
情
報
、

防
災
情
報
、
不
審
者
情
報
、
イ
ベ

ン
ト
情
報
と
い
っ
た
情
報
種
別
と
、

配
信
エ
リ
ア
を
設
定
し
、
携
帯
電

話
や
パ
ソ
コ
ン
で
受
信
す
る
も
の

で
す
。

（
情
報
種
別
）

①
防
災
情
報

　

避
難
勧
告
、
火
災
予
防
運
動
、

防
災
訓
練
の
お
知
ら
せ
な
ど

※
火
災
発
生
場
所
な
ど
、
火
事
に

関
す
る
情
報
は
配
信
し
ま
せ
ん
。

②
イ
ベ
ン
ト
情
報

　

町
民
祭
、
氷
室
祭
り
な
ど
イ
ベ
ン

ト
の
開
催
や
中
止
に
関
す
る
情
報

③
行
政
情
報

　

交
通
安
全
運
動
、大
規
模
な
断
水
、

行
方
不
明
者
な
ど
の
全
般
的
情
報

④
防
犯
情
報

　

不
審
者
情
報
、
振
り
込
め
詐
欺

情
報
な
ど
防
犯
に
関
す
る
情
報

⑤
教
育
情
報　

　

町
内
公
立
保
幼
小
中
に
お
け
る

台
風
や
大
雨
、
流
行
性
疾
病
な
ど

に
よ
る
臨
時
休
園
・
休
校
・
休
会

情
報
な
ど

⑥
気
象
情
報

　

気
象
に
関
す
る
注
意
報
、
警
報
、

地
震
情
報
な
ど

▼
配
信
エ
リ
ア

　

情
報
種
別
に
よ
り
、
異
な
り
ま

す
が
、
基
本
的
に
、
旧
三
町
村
や

小
学
校
区
単
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

▼
登
録
方
法

メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

「in
o

@
en

try.m
ail-d

p
t.jp

」
に

空
メ
ー
ル
を
送
信
す
る
か
、
次
の

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
空
メ
ー
ル
を
送

信
し
て
く
だ
さ
い
。

　
　

ＱＲコード
（登録用）

　
　
　
　

↓

　

い
の
町
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス

（
本
登
録
サ
イ
ト
）
の
案
内
メ
ー

ル
が
届
き
ま
す
。

（
※
配
信
元
ア
ド
レ
ス
は
、in

fo
@

to
w

n
.in

o
.k

o
ch

i.jp
 

で
す
。
迷
惑

メ
ー
ル
防
止
な
ど
を
し
て
い
る
方
は
、

対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。）

　
　
　
　
　

↓

　

本
登
録
サ
イ
ト
に
ア
ク
セ
ス
し

て
、
配
信
情
報
、
配
信
エ
リ
ア
を

選
択
し
、
登
録
し
ま
す
。

（
※
30
分
以
内
に
登
録
を
終
了
し

て
く
だ
さ
い
。）

　
　
　
　
　

↓

　

登
録
完
了
の
メ
ー
ル
が
届
き
ま

す
。（
完
了
）

■
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課

☎
８
９
３-

１
１
１
３



2018  1月号 12

お
　
　
礼

講
座
・
教
室

ニ
ュ
ー
ス

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

ひ
と
り
親
家
庭
の
お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
へ
の
就
職
移
動
相

談
に
つ
い
て

　

ひ
と
り
親
家
庭
の
お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
を
対
象
に
、
就
職
相
談
、

資
格
や
技
能
を
習
得
す
る
支
援
制

度
に
つ
い
て
の
紹
介
、
そ
の
他
さ

ま
ざ
ま
な
相
談
を
お
受
け
し
ま
す
。

※
希
望
時
間
の
あ
る
方
は
、
前
日

ま
で
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

　

1
月
31
日（
水
）

　
　

13
時
～
16
時

▼
場
所

　

い
の
町
役
場

　

１
０
１
会
議
室
（
１
階
）

■
問
い
合
わ
せ

　

ひ
と
り
親
家
庭
等
就
業
・
自
立

支
援
セ
ン
タ
ー☎

８
７
５-

２
５
０
０

お
知
ら
せ

町
内
郵
便
局
で
の
証
明
書
の

発
行
に
つ
い
て

　

町
で
は
次
の
郵
便
局
で
住
民
票

等
の
証
明
書
を
発
行
し
て
い
ま
す
。

　

お
近
く
の
郵
便
局
を
ぜ
ひ
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

▼
取
扱
郵
便
局

・
枝
川
郵
便
局

・
天
王
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
郵
便
局

・
八
田
郵
便
局

・
川
内
郵
便
局

・
神
谷
郵
便
局

・
勝
賀
瀬
郵
便
局

▼
取
扱
時
間

　

９
時
～
17
時

▼
取
扱
証
明
書

（
取
得
で
き
る
証
明
の
内
容
）

・
住
民
票

（
本
人
・
同
世
帯
の
方
の
も
の
）

・
印
鑑
証
明
書

（
本
人
の
も
の
）

・
戸
籍
関
係
証
明
書

（
本
人
が
記
載
さ
れ
て
い
る
も

の
）

・
税
関
係
証
明
書

（
本
人
の
も
の
）

※
同
じ
番
地
に
住
民
票
が
あ
っ
て

も
、
世
帯
が
分
か
れ
て
い
る
場

合
は
別
世
帯
と
な
り
ま
す
の
で
、

住
民
票
を
取
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

※
委
任
状
を
持
っ
て
の
申
請
は
郵

便
局
で
は
取
扱
い
で
き
ま
せ
ん
。

役
場
町
民
課
・
総
合
支
所
・
出

張
所
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

▼
必
要
な
も
の

・
本
人
確
認
書
類

（
顔
写
真
有
の
も
の
は
１
点
、
顔

写
真
無
の
も
の
は
２
点
必
要
。）

・
認
印

・
印
鑑
証
明
書
は
印
鑑
登
録
証

■
問
い
合
わ
せ

　

町
民
課

　
　
　
　

☎
８
９
３-

１
１
１
７

お
知
ら
せ

申
告
の
際
に
は
、マ
イ
ナ
ン
バ
ー

（
個
人
番
号
）が
必
要
で
す

　

平
成
29
年
度
か
ら
申
告
の
際
に
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
記
載
が
必
要
に

な
っ
て
い
ま
す
。

▼
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
確
認
方
法

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個
人

番
号
カ
ー
ド
）
の
裏
面
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
通
知
カ
ー
ド
の
表
面
、
住

民
票
（
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
記
載
の
も

の
）
の
三
点
い
ず
れ
か
で
確
認
い

た
だ
け
ま
す
。

▼
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個
人

番
号
カ
ー
ド
）
を
使
っ
て
電
子

申
告
さ
れ
る
方
に
つ
い
て

　

格
納
さ
れ
て
い
る
電
子
証
明
書

の
有
無
及
び
失
効
し
て
い
な
い
か

ど
う
か
を
お
確
か
め
く
だ
さ
い
。

※
転
居
や
氏
名
変
更
等
が
あ
る
場

合
に
失
効
し
ま
す
の
で
、
新
た

に
電
子
証
明
書
発
行
申
請
が
必

要
で
す
。

▼
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
使
っ

て
電
子
申
告
さ
れ
る
方
に
つ
い

て

　

電
子
証
明
書
の
有
効
期
限
を
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。
期
限
切
れ
の

カ
ー
ド
で
は
申
告
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
新
た
に
電
子
証
明
書
付
き
の

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
交
付
申

請
が
必
要
で
す
。

※
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
新
規

発
行
は
、
平
成
27
年
12
月
で
終

了
し
ま
し
た
。

▼
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
個
人

番
号
カ
ー
ド
）
又
は
通
知
カ
ー

ド
を
紛
失
し
た
方

　

い
ず
れ
も
再
交
付
・
再
発
行
申

請
が
で
き
ま
す
が
、
手
数
料
が
必

要
で
交
付
ま
で
に
約
1
ヶ
月
程
度

か
か
り
ま
す
。

手
数
料

・
カ
ー
ド
…
カ
ー
ド
再
交
付
手
数

料
８
０
０
円
（
電
子
証
明
書
を

格
納
す
る
場
合
は
、
電
子
証
明

書
再
発
行
手
数
料
２
０
０
円
が

別
途
必
要
）

・
通
知
カ
ー
ド
…
1
枚
に
つ
き
５

０
０
円

■
問
い
合
わ
せ
（
い
の
町
役
場
）

　

町
民
課
（
2
階
10
番
窓
口
）

　
　
　
　

☎
８
９
３-

１
１
１
７

　

吾
北
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

　
　
　
　

☎
８
６
７-

２
３
０
０

　

本
川
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

　
　
　
　

☎
８
６
９-

２
１
１
２

■
問
い
合
わ
せ
（
全
国
共
通
）

　

地
方
公
共
団
体
情
報
シ
ス
テ
ム

機
構
内
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
総
合
フ

リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
（
無
料
）

☎
０
１
２
０-

９
５-

０
１
７
８

（
平
日
）

　

9
時
30
分
～
20
時

（
土
曜
・
日
曜
・
祝
日
）

　

9
時
30
分
～
17
時
30
分

お
知
ら
せ

要
介
護
認
定
者
の

障
害
者
控
除
に
つ
い
て

　

身
体
障
害
者
手
帳
等
の
交
付
の

有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
基
準
日

（
前
年
の
12
月
31
日
）
に
お
い
て
、

介
護
保
険
の
要
介
護
認
定
（
要
介

護
１
か
ら
５
）
を
受
け
ら
れ
た
65

歳
以
上
で
、
一
定
の
基
準
に
該
当

す
る
方
は
、
住
民
税
・
所
得
税
の

所
得
申
告
の
際
に
障
害
者
控
除
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

控
除
を
受
け
ら
れ
る
場
合
、
ほ

け
ん
福
祉
課
で
発
行
す
る
認
定
書

の
提
示
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、

控
除
を
受
け
ら
れ
る
方
は
、
ほ
け

ん
福
祉
課
へ
申
請
書
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
認
定
書
は
認
定
後
、

後
日
郵
送
し
ま
す
。

▼
申
請
に
必
要
な
も
の　

・
介
護
保
険
被
保
険
者
証

・
印
鑑
（
認
め
印
可
）

■
申
請
・
問
い
合
わ
せ

　

ほ
け
ん
福
祉
課

　

（
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
伊
野
内
）

　

☎
８
９
３-

３
８
１
０

　

吾
北
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

　

☎
８
６
７-

２
３
０
０

　

本
川
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

 

☎
８
６
９-

２
１
１
４
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ニ
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お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

水
道
管
の
凍
結
防
止
に
つ
い
て

▼
凍
結
し
や
す
い
水
道
管

　

気
温
が
マ
イ
ナ
ス
４
度
以
下
に

な
る
と
、
水
道
が
凍
結
し
水
道
管

破
裂
な
ど
の
事
故
が
多
く
な
り
ま

す
。
特
に
水
道
管
が
次
の
よ
う
な

場
所
に
あ
る
場
合
は
、
防
寒
対
策

を
お
願
い
し
ま
す
。

○
む
き
出
し
に
な
っ
て
い
る
場
所

○
北
向
き
の
寒
い
場
所

○
日
照
時
間
の
短
い
場
所

○
風
当
た
り
の
強
い
場
所

▼
水
道
管
の
凍
結
防
止
方
法

　

水
道
管
が
む
き
出
し
に
な
っ
て

い
る
部
分
や
蛇
口
部
分
は
破
裂
し

や
す
い
の
で
、
上
部
ま
で
完
全
に

保
温
材
を
巻
き
付
け
、
保
温
材
が

濡
れ
な
い
よ
う
に
、
上
か
ら
ビ

ニ
ー
ル
な
ど
を
巻
い
て
く
だ
さ
い
。

保
温
材
は
市
販
の
物
も
あ
り
ま
す

が
、
身
近
な
物
と
し
て
毛
布
や
布

で
代
用
で
き
ま
す
。

▼
水
道
管
が
凍
っ
て
し
ま
っ
た
ら

　

気
温
の
上
昇
に
よ
り
自
然
に
解

凍
す
る
の
を
待
つ
か
、
タ
オ
ル
や

布
な
ど
を
か
ぶ
せ
て
、
そ
の
上
か

ら
「
ぬ
る
ま
湯
」
を
ゆ
っ
く
り
と

か
け
て
解
凍
し
て
く
だ
さ
い
。
な

お
、
急
に
熱
湯
を
か
け
る
と
水
道

管
や
蛇
口
が
破
裂
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　

そ
れ
で
も
水
が
出
な
い
場
合
は
、

蛇
口
を
必
ず
閉
め
て
自
然
に
溶
け

る
の
を
待
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
破
裂
し
た
ら

　

水
道
メ
ー
タ
ー
手
前
の
止
水
栓

を
締
め
て
応
急
処
置
を
し
、
い
の

町
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者

に
修
理
を
依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

（
い
の
町
指
定
給
水
装
置
工
事
事

業
者
に
つ
い
て
は
上
下
水
道
課
水

道
係
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。）

　

水
道
メ
ー
タ
ー
以
降
の
水
道
施

設
の
修
理
に
か
か
る
費
用
は
、
所

有
者
の
負
担
と
な
り
ま
す
の
で
ご

注
意
く
だ
さ
い
。

■
問
い
合
わ
せ

　

上
下
水
道
課
水
道
係

☎
８
９
３-
１
９
２
０

　

吾
北
総
合
支
所
建
設
課
水
道
係

☎
８
６
７-

２
３
１
５

　

本
川
総
合
支
所
産
業
建
設
課

　

水
道
係

☎
８
６
９-

２
１
１
５

お
知
ら
せ

い
の
町
福
祉
タ
ク
シ
ー
・

ガ
ソ
リ
ン
チ
ケ
ッ
ト
に
つ
い
て

　

平
成
29
年
度
分
の
チ
ケ
ッ
ト
の

申
請
手
続
き
は
お
済
み
で
す
か
。

対
象
の
方
で
受
け
取
っ
て
い
な
い

方
は
申
請
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

※
代
理
の
方
で
も
結
構
で
す
。

▼
対
象
者

　

町
内
に
住
所
を
有
し
、
次
の
い

ず
れ
か
に
該
当
す
る
在
宅
で
生
活

を
す
る
方

⑴
身
体
障
害
者
手
帳
の
交
付
を
受

け
て
お
り
、

　

①
視
覚
障
害
及
び
下
肢
障
害
も

し
く
は
体
幹
障
害
の
障
害
等

級
が
１
級
か
ら
３
級
の
方

　

②
上
肢
障
害
及
び
内
部
障
害
の

障
害
等
級
が
１
級
の
方

※
複
数
障
害
が
あ
る
場
合
は
個
別

の
等
級
で
確
認
し
ま
す
。

⑵
療
育
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
お

り
、
障
害
の
程
度
が
Ａ
１
、
Ａ

２
の
方

⑶
精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
の

交
付
を
受
け
て
お
り
、
障
害
の

程
度
が
１
級
の
方

▼
金
額
と
枚
数

　

年
間
１
５
，０
０
０
円

　

（
１
枚
５
０
０
円　

計
30
枚
）

※
ま
た
、
年
度
途
中
で
新
た
に
当
制

度
の
対
象
と
な
っ
た
方
に
つ
い
て

は
、
対
象
と
な
っ
た
月
に
応
じ
て

次
の
枚
数
を
交
付
し
ま
す
。

◇
４
～
６
月
／
30
枚

（
１
５
，０
０
０
円
）

◇
７
～
９
月
／
24
枚

（
１
２
，０
０
０
円
）

◇
10
～
12
月
／
18
枚

（
９
，０
０
０
円
）

◇
１
～
３
月
／
12
枚

（
６
，０
０
０
円
）

▼
交
付
場
所

　

ほ
け
ん
福
祉
課

　

（
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
伊
野
内
）

　

各
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

　

町
民
課

　

各
出
張
所

▼
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　

該
当
す
る
障
害
者
手
帳
、
印
鑑

▼
注
意
事
項

・
交
付
を
受
け
ら
れ
る
の
は
、タ
ク

シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
か
ガ
ソ
リ
ン
チ

ケ
ッ
ト
の
ど
ち
ら
か
一
方
で
す
。

・
ガ
ソ
リ
ン
チ
ケ
ッ
ト
は
、
本
人

名
義
及
び
同
一
生
計
者
名
義
の

自
家
用
自
動
車
な
ど
を
介
護
者

が
当
該
対
象
者
の
移
動
手
段
と

し
て
使
用
す
る
場
合
も
対
象
と

な
り
ま
す
。

・
チ
ケ
ッ
ト
を
紛
失
し
た
場
合
は
、

再
交
付
は
で
き
ま
せ
ん
の
で
無

く
さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ

い
。

・
在
宅
の
方
の
み
対
象
で
す
。

（
施
設
に
入
所
し
て
い
る
、
病

院
に
入
院
し
て
い
る
な
ど
の
場

合
は
対
象
外
）

■
問
い
合
わ
せ

　

ほ
け
ん
福
祉
課

　

（
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
伊
野
内
）

☎
０
８
８-

８
９
３-

３
８
１
０

　

吾
北
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

☎
０
８
８-

８
６
７-

２
３
０
０

　

本
川
総
合
支
所
住
民
福
祉
課

☎
０
８
８-

８
６
９-

２
１
１
４

お
知
ら
せ

ス
プ
レ
ー
缶
、
カ
セ
ッ
ト
ガ
ス

ボ
ン
ベ
の
廃
棄
方
法
に
つ
い
て

　

こ
れ
ま
で
に
、
不
燃
ご
み
収
集

中
に
収
集
車
内
で
カ
セ
ッ
ト
ガ
ス

ボ
ン
ベ
が
原
因
と
思
わ
れ
る
爆
発

事
故
が
あ
り
ま
し
た
。

　

中
身
が
残
っ
た
ま
ま
の
ス
プ

レ
ー
缶
や
カ
セ
ッ
ト
ガ
ス
ボ
ン
ベ

を
ご
み
と
し
て
出
さ
れ
ま
す
と
、

ご
み
収
集
車
へ
の
積
み
込
み
作
業

中
や
ご
み
処
理
施
設
で
の
作
業
中

に
爆
発
・
炎
上
す
る
こ
と
が
あ
り
、

大
変
危
険
で
す
。

　

ス
プ
レ
ー
缶
や
カ
セ
ッ
ト
ガ
ス

ボ
ン
ベ
は
必
ず
使
い
切
り
、
周
囲

に
火
の
気
の
な
い
、
風
通
し
の
よ

い
場
所
で
穴
を
開
け
、
不
燃
ご
み

と
し
て
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

環
境
課

　
　
　
　

☎
８
９
３-

１
１
６
０

不燃ごみ

水
切
り
な
ど
、
ご
み
の
減
量
に
も

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
！
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お
　
　
礼

お
知
ら
せ

講
座
・
教
室

ニ
ュ
ー
ス

お
知
ら
せ

平
成
30
年
度
入
札
参
加
資
格

審
査
申
請
（
指
名
願
）
の
受
付

を
行
い
ま
す

　

平
成
30
年
度
に
町
が
実
施
す
る

建
設
工
事
の
一
般
競
争
（
指
名
競

争
）
入
札
参
加
資
格
審
査
申
請
書

の
受
付
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

※
今
回
の
受
付
は
町
内
建
設
業
者

が
対
象
と
な
り
ま
す
。

▼
受
付
期
間

　

1
月
15
日（
月
）～

　
　

2
月
28
日（
水
）

　

持
参
又
は
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

郵
送
の
場
合
は
当
日
消
印
有
効
と

し
ま
す
。
た
だ
し
、
宅
配
便
に
よ

る
場
合
は
2
月
28
日
（
水
）
必
着
と

し
ま
す
。

▼
有
効
期
間

　

4
月
1
日
（
日
）
か
ら
平
成
31
年

3
月
31
日（
日
）の
１
年
間
。

※
な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
、
町

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

ttp
://

w
w

w
.to

w
n

.in
o

.k
o

ch
i.jp

/

）

で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

■
提
出
・
問
い
合
わ
せ

　

管
財
契
約
課

☎
０
８
８-

８
９
３-

１
１
１
４

お
知
ら
せ

障
害
者
相
談
会
に
つ
い
て
　

　

知
的
障
害
者
相
談
員
・
精
神
障

害
者
相
談
員
に
よ
る
交
流
・
相
談

会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

生
活
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
の

で
、
お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

※
身
体
障
害
者
相
談
員
へ
の
ご
相

談
は
各
相
談
員
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

▼
相
談
日

　

第
２
月
曜
日

▼
相
談
時
間

　

13
時
30
分
～
15
時
30
分

▼
場
所

　

あ
っ
た
か
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

（
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
伊
野
内
）

お
知
ら
せ

仁
淀
消
防
防
火
カ
レ
ン
ダ
ー

作
成

　

仁
淀
消
防
組
合
で
は
、
管
内

（
い
の
町
・
日
高
村
）
の
小
学
校

４
年
生
か
ら
、
防
火
図
画
を
募
集

し
た
と
こ
ろ
、
多
数
の
応
募
作
品

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

い
ず
れ
も
秀
作
ぞ
ろ
い
で
し
た

が
、
優
秀
作
品
12
点
、
優
良
作
品

24
点
が
選
ば
れ
ま
し
た
。
優
秀
入

賞
者
の
作
品
を
使
用
し
て
、
平
成

30
年
の
防
火
カ
レ
ン
ダ
ー
を
作
成

し
ま
し
た
。

【
優
秀
賞
】

い
の
町

　

伊
野
小
学
校

澤
原　

三
緒
さ
ん

　
　
　

藤
森　

陽
向
さ
ん

　

伊
野
南
小
学
校上

田　

昂
典
さ
ん

　
　
　

藤
田　

晃
己
さ
ん

　

枝
川
小
学
校

　
　

西
川　

功
晟
さ
ん

日
和　

洸
貴
さ
ん

　

川
内
小
学
校

　
　

矢
野　

晃
舶
さ
ん

　

神
谷
小
学
校

　
　

市
川　

優
愛
さ
ん

　
　
　

片
岡　

寛
康
さ
ん

　

吾
北
小
学
校

　
　

伊
東　

大
悟
さ
ん

日
高
村

　

加
茂
小
学
校

　
　

菊
本　

雄
輝
さ
ん

　

能
津
小
学
校

　
　

髙
橋　

奈
帆
さ
ん

　

管
内
の
学
校･

病
院･

事
業
所
等

に
掲
示
い
た
し
ま
す
の
で
、
火
災

予
防
の
啓
発
に
役
立
て
て
ほ
し
い

と
願
っ
て
い
ま
す
。

　

な
お
住
民
の
皆
様
に
は
、
役
場

本
庁
、
吾
北
総
合
支
所
及
び
本
川

総
合
支
所
に
置
か
せ
て
も
ら
い
ま

す
の
で
、
数
に
限
り
は
あ
り
ま
す

が
、
お
持
ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ

◆  障害者相談員について  ◆

　町が委嘱した相談員が、自らの経験をいかして障害のある人やその家族の
相談に応じています。お気軽にご相談ください。

○ 身体障害者相談員

氏　名 住　　　所 電話番号

片岡　卓宏 いの町4207 ☎ 892－0008

深見　三男 いの町415-3 ☎ 893－3669

隅田　清明 いの町上八川甲1819-1 ☎ 867－2567

窪添ケサミ
いの町小川東津賀才238-1
リバーサイド津賀才203

☎ 867－2563

○ 知的障害者相談員

氏　名 住　　　所 電話番号

土居佐代子 いの町1747 ☎ 892－0877

○ 精神障害者相談員

氏　名 住　　　所 電話番号

筒井　周子 いの町旭町85 ☎ 892－3177
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お
　
　
礼

ニ
ュ
ー
ス

講
座
・
教
室

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

相
続
登
記
相
談
の
お
知
ら
せ

　

高
知
県
司
法
書
士
会
で
は
、
２

月
を
「
相
続
登
記
は
お
済
み
で
す

か
」
月
間
と
定
め
、
相
続
登
記
、

法
定
相
続
情
報
証
明
制
度
の
他
、

遺
産
分
割
、
遺
言
等
、
相
続
に
関

す
る
様
々
な
ご
相
談
に
司
法
書
士

が
お
答
え
す
る
無
料
相
談
会
を
開

催
し
ま
す
。

　

い
の
町
近
隣
の
会
場
は
、
左
記

の
と
お
り
で
す
。
予
約
不
要
で
す

の
で
、
ぜ
ひ
お
気
軽
に
ご
利
用
く

だ
さ
い
。

▼
日
時

　

２
月
３
日（
土
）　

10
時
～
15
時

▼
場
所

　

す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー
伊
野

　
　

吾
川
郡
い
の
町
１
４
０
０

　

ち
よ
り
街
テ
ラ
ス

　
　

高
知
市
知
寄
町
２-

１-

37

　

高
知
県
立
県
民
文
化
ホ
ー
ル

　
　

高
知
市
本
町
４-

３-

30

■
問
い
合
わ
せ

　

高
知
県
司
法
書
士
会
総
合
相
談

セ
ン
タ
ー

☎
０
８
８-

８
２
５-

３
１
４
３

お
知
ら
せ

林
業
就
業
ガ
イ
ダ
ン
ス
を

開
催
し
ま
す
　

　

林
業
の
職
場
で
働
き
た
い
方
、

林
業
に
関
心
が
あ
る
方
を
対
象
に
、

ガ
イ
ダ
ン
ス
を
開
催
し
ま
す
。
県

内
の
森
林
組
合
や
林
業
会
社
（
約

20
事
業
体
）
が
参
加
予
定
で
す
。

　

仕
事
内
容
や
待
遇
面
な
ど
を
直

接
相
談
で
き
る
良
い
機
会
で
す
の

で
、
是
非
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時

　

2
月
3
日（
土
）

　

13
時
30
分
～
16
時

　

（
15
時
30
分
受
付
締
切
）

▼
場
所

　

高
知
商
工
会
館
4
階
光
の
間

　

（
高
知
市
本
町
１-

６-
24
）

▼
そ
の
他

　

申
込
不
要
・
林
業
未
経
験
者
歓

迎■
問
い
合
わ
せ

　

（
公
財
）
高
知
県
山
村
林
業
振
興

基
金

　

高
知
県
林
業
労
働
力
確
保
支
援

セ
ン
タ
ー

☎
０
８
８
７-

５
７-

０
３
６
６

お
知
ら
せ

高
知
広
域
都
市
計
画
変
更
の

決
定
に
つ
い
て

　

町
で
手
続
き
を
進
め
て
い
ま
し

た
、
伊
野
浄
水
苑
と
天
王
汚
水
処

理
区
の
統
合
に
伴
う
区
域
等
約

63 

ha
を
新
た
に
排
水
区
域
へ
追
加

す
る
都
市
計
画
の
変
更
手
続
き
が
、

決
定
の
告
示
を
も
ち
ま
し
て
終
了

い
た
し
ま
し
た
。

▼
都
市
計
画
の
内
容

　

高
知
広
域
都
市
計
画
下
水
道

（
い
の
町
公
共
下
水
道
）の
変
更

▼
決
定
告
示
日

　

平
成
29
年
11
月
17
日

※
当
該
都
市
計
画
の
図
書
は
土
木

課
に
お
い
て
縦
覧
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

　

土
木
課

☎
８
９
３-

１
１
１
６

講
座
・
教
室

「
い
や
っ
し
～
土
佐
」教
室
の

ご
案
内

　

い
や
っ
し
～
土
佐
で
は
、
一
年

を
通
し
て
健
康
に
関
す
る
様
々
な

教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
健
康

づ
く
り
や
仲
間
づ
く
り
を
し
て
み

ま
せ
ん
か
？
な
お
、
教
室
は
各
月

ご
と
に
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
参
加
資
格

　

医
師
な
ど
か
ら
運
動
の
中
止
又

は
制
限
を
受
け
て
い
な
い
18
歳
以

上
の
方
。

▼
申
込
方
法

　

申
込
用
紙
に
必
要
事
項
を
記
入

し
、「
い
や
っ
し
～
土
佐
」
の
受
付

に
受
講
料
金
と
一
緒
に
持
参
し
て

く
だ
さ
い
。

▼
開
催
不
可
の
取
扱
い

　

受
講
希
望
者
が
少
数
の
場
合
は

本
教
室
を
開
催
し
な
い
こ
と
と
し

ま
す
。

【
ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
】

▼
開
催
日
時

　

毎
週
金
曜
日

　

11
時
～
12
時

▼
定
員　

15
名

【
美
ュ
ー
テ
ィB

o
d

y
 W

a
v

e

】

▼
開
催
日
時

　

①
毎
週
火
曜
日

　
　

18
時
～
19
時

　

②
毎
週
土
曜
日

　
　

11
時
15
分
～
12
時

▼
定
員　

　

①
10
名

　

②
25
名

【
水
中
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
】

▼
開
催
日
時

　

毎
週
水
曜
日

　

10
時
30
分
～
11
時
30
分

▼
定
員　

50
名

【
ア
ク
ア
ビ
ク
ス
】

▼
開
催
日
時

　

毎
週
木
曜
日

　

10
時
30
分
～
11
時
30
分

▼
定
員　

35
名

【
大
人
の
水
泳
教
室
】

▼
開
催
日
時

　

毎
週
火
・
金
曜
日

　

10
時
30
分
～
11
時
30
分

▼
定
員　

30
名

【
健
康
か
ん
た
ん
体
操
】

▼
開
催
日
時

　

毎
週
土
曜
日

　

16
時
～
17
時

▼
定
員　

15
名

【
Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ｂ
Ａ
】

▼
開
催
日
時

　

毎
週
土
曜
日

　

10
時
～
11
時

▼
定
員　

15
名

　

各
教
室
を
１
回
体
験
す
る
こ
と

が
で
き
る
「
体
験
コ
ー
ス
」
（
７

０
０
円　

２
回
目
は
千
円
）
も
あ

り
ま
す
。

　

講
師
な
ど
詳
細
に
つ
い
て
は
お

問
合
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ

　

い
や
っ
し
～
土
佐

☎
０
８
８-

８
５
２-

７
６
１
８
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「
当
季
雑
詠
」

 

刈
谷　

志
津 

選

特
選

捨
畑
に
夕
風
集
め
枯
尾
花

 

川
村　

博
子

（
評
）
近
頃
の
若
者
た
ち
は
都
会
へ
と
出
て
行
く
。
特
に
山
里
で
は
高
齢
者
の

み
の
過
疎
化
が
進
み
、
畑
の
耕
作
が
出
来
な
い
状
態
で
見
捨
て
ら
れ
て
ゆ
く
畑

を
作
者
は
「
捨
畑
」
と
詠
ん
だ
。「
枯
尾
花
」
と
は
穂
も
葉
も
枯
れ
果
て
た
薄

す
す
き

の
こ
と
で
、
い
つ
の
間
に
か
白
く
ほ
う
け
た
薄
の
穂
が
畑
一
面
を
陣
取
り
、
夕

風
に
揺
れ
合
う
白
い
輝
き
は
、
寂
し
さ
の
中
に
あ
る
薄
の
終
の
美
し
さ
で
も
あ

る
。
こ
の
山
里
の
現
状
に
捨
て
が
た
い
思
い
が
込
み
上
げ
る
。
し
か
し
、
こ
れ

が
移
り
行
く
時
代
の
姿
な
の
だ
と
心
に
刻
む
。
昔
、
歌
詞
も
曲
も
侘
し
い
（
野

口
雨
情
作
詞
）「
俺
は
河
原
の
枯
れ
す
す
き
、
同
じ
お
前
も
枯
れ
す
す
き
」
と

哀
愁
を
こ
め
た
演
歌
が
思
い
出
さ
れ
る
。
一
抹
の
淋
し
さ
を
秘
め
変
わ
り
ゆ
く

里
の
景
色
を
捉
え
、
現
況
が
よ
く
見
え
、
伝
わ
る
優
れ
た
一
句
。

落
ち
る
ら
ん
鈴
生
り
の
柿
じ
っ
と
見
る

 

渡
邉
ゆ
か
り

（
評
）
柿
は
葉
が
落
ち
尽
く
す
と
、
明
る
い
柿
色
（
赤
茶
色
）
に
熟
れ
て
美
し

い
晩
秋
の
里
の
彩
り
を
作
り
出
す
。
昔
は
す
べ
て
渋
柿
だ
っ
た
ら
し
い
が
、
現

在
は
甘
柿
の
種
類
も
十
指
に
余
る
ほ
ど
。
柿
に
は
生
り
年
（
果
実
が
よ
く
な
る

年
）
と
裏
年
が
あ
る
。
こ
れ
を
隔
年
結
実
と
言
う
。
今
年
は
生
り
年
で
、
ど
の

木
も
鈴
生
り
（
多
く
群
が
っ
て
実
を
つ
け
る
こ
と
）。
先
月
の
台
風
21
号
の
強

風
に
も
落
ち
る
こ
と
な
く
鈴
生
り
の
ま
ま
で
、
人
々
の
目
を
楽
し
ま
せ
て
い
る
。

上
五
「
落
ち
る
ら
ん
」
は
、
落
ち
る
で
あ
ろ
う
と
思
い
な
が
ら
も
落
ち
な
い
で

欲
し
い
。
し
か
し
、
何
れ
は
落
ち
る
が
定
め
、
と
は
言
え
、
柿
の
実
は
熟
れ
る

と
早
く
取
る
の
が
木
の
保
護
に
繋
が
る
と
さ
れ
て
い
る
。
複
雑
な
思
い
で
見

守
っ
て
い
る
作
者
。
物
の
捉
え
方
、
見
方
、
表
現
に
新
し
さ
を
感
じ
る
佳
句
。

開
け
放
ち
木
犀
の
香
の
欲
し
い
ま
ま

 

津
田　

久
美

（
評
）
木も

く
せ
い犀

は
薄
褐
色
の
幹
の
樹
皮
が
、
動
物
の
サ
イ
（
犀
）
の
皮
に
似
て
い

る
こ
と
か
ら
木
犀
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
花
は
、
晩
秋
に
な
る
と
辺
り
一
帯

に
芳
香
を
放
つ
。
金
木
犀
・
銀
木
犀
が
あ
り
、
花
は
小
花
で
広
く
庭
木
と
し
て

植
え
ら
れ
、
常
緑
樹
で
開
花
期
の
香
は
息
を
呑
む
ほ
ど
す
ば
ら
し
い
。

　

作
者
は
視
力
が
減
退
し
、
遠
景
は
限
ら
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。
し
か
し
香

り
に
は
敏
感
で
、
深
呼
吸
し
、
木
犀
の
木
の
近
く
で
香
の
届
く
窓
を
い
っ
ぱ

い
に
開
け
、
思
い
の
ま
ま
に
香
り
を
全
身
に
纏ま

と

い
清
々
し
い
気
分
に
な
る
。

作
者
の
同
時
出
句
に
「
椋
鳥
の　

群
視
野
限
り　

広
ご
り
ぬ
」
が
あ
る
。〝
視

野
限
り
〟
で
作
者
の
視
野
が
狭
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
れ
で
も
精

一
杯
目
を
開
い
て
写
生
句
に
挑
戦
す
る
姿
勢
に
感
動
を
覚
え
、
下
五
〝
欲
し

い
ま
ま
〟
の
借
辞
に
嬉
し
さ
の
あ
ふ
れ
る
一
句
。

入
選

天あ

降も

り
く
る
冬
日
稜
線
正
し
う
す 

植
田　

紀
子

村
お
こ
し
稲
架
ふ
ん
ば
っ
て
ゐ
た
り
け
り 

植
田　

紀
子

仕
合
せ
は
ほ
ど
ほ
ど
雑
草
露
光
る 

片
岡　

包
女

晩
秋
の
車
窓
に
咲
か
す
雨
の
粒 

東
谷　

晴
男

あ
が
る
ま
ま
生
き
て
初
秋
の
風
入
れ
る 

島
村
か
り
ん

晩
秋
や
カ
ッ
ト
グ
ラ
ス
の
日
は
斜
め 

大
川　

節
弥

塀
を
越
し
燃
ゆ
る
カ
ン
ナ
が
空
染
め
る 

岡
村　

嘉
夫

立
冬
の
蛇
口
の
水
の
硬
か
り
き 

竹
崎
た
か
ひ
ろ

一
句
抄

虫
の
声
遠
く
近
く
に
杖
を
引
く 

片
岡　

包
女

街
角
の
た
ば
こ
屋
い
わ
し
雲
飾
り 

東
谷　

晴
男

あ
か
つ
き
に
雫
を
こ
ぼ
す
式
部
の
実 

島
村
か
り
ん

秋
雨
や
重
機
動
か
ぬ
一
日
暮
れ 

大
川　

節
弥

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
親
も
仮
装
に
力り

き

ん
で
い
る 

岡
村　

嘉
夫

祖
に
供
う
柿
の
生
り
年
告
げ
な
が
ら 

川
村　

博
子

も
み
じ
葉
の
神
の
御
手
な
る
グ
ラ
デ
ー
シ
ョ
ン 

渡
邉
ゆ
か
り

人
影
の
消
え
し
砂
丘
の
秋
の
風 

竹
崎
た
か
ひ
ろ

航
空
便
北
の
便
り
の
リ
ン
ゴ
箱 

津
田　

久
美

山
歩
き
あ
け
び
探
し
て
西
東 

森
岡　

照
月

揺
り
椅
子
は
癒い

や

し
の
時
間
小
鳥
来
る 

刈
谷　

志
津

い
の
流
水
俳
壇

次
題
「
当
季
雑
詠
」 　
　

締
切
／
毎
月
1
日

投
句
先　

教
育
委
員
会
事
務
局

い
の
町
１
７
０
０-

１　

  

☎
８
９
３-

１
９
２
２

え
ん
そ
く
だ
　
て
ん
き
よ
ほ
う
と
　
に
ら
め
っ
こ

伊
野
小　
　

４
年　

宮
﨑　

礼
奈

【
評
】み
ん
な
が
楽
し
み
に
し
て
い
る
遠
足
。
天
気
予
報
が

気
に
な
り
ま
す
ね
。
ど
う
か
よ
い
天
気
で
あ
り
ま
す
よ
う

に
、
そ
の
気
持
が
「
て
ん
き
よ
ほ
う
と
に
ら
め
っ
こ
」
の
こ
と

ば
に
こ
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

学
校
で
　
元
気
な
あ
い
さ
つ
　
め
ざ
ま
し
だ

川
内
小　
　

３
年　

柏
井　

美
桜

【
評
】
元
気
な
朝
の
あ
い
さ
つ
は
、ま
る
で
眠
気
を
ふ
っ
と
ば

す
め
ざ
ま
し
の
よ
う
だ
と
表
現
し
ま
し
た
。
き
っ
と
気
持

の
よ
い
一
日
だ
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

幅
飛
び
で
　
飛
ん
で
も
飛
ん
で
も
　
２
メ
ー
ト
ル

伊
野
南
小　

６
年　

川
江　

晃
弘

運
動
会
　
嬉
し
涙
と
　
く
や
し
泣
き

伊
野
南
小　

６
年　

大
久
保
川
里

み
ん
な
の
え
　
み
ん
な
ち
が
っ
て
　
お
も
し
ろ
い

枝
川
小　
　

２
年　

福
原　

陽
花

３
学
期
　
テ
ス
ト
多
く
て
　
き
つ
い
な
あ

枝
川
小　
　

５
年　

鮫
島　

優
太

図
書
室
は
　
別
世
界
へ
の
　
入
口
だ

伊
野
小　
　

６
年　

久
保　

慶
悟

あ
り
が
と
う
　
笑
顔
が
ふ
え
る
　
一
言
だ

伊
野
小　
　

６
年　

澤
田　

葉
月

え
ん
筆
を
　
持
っ
た
ら
何
か
　
書
け
そ
う
だ

伊
野
小　
　

６
年　

滝
石　

大
翔

友
達
と
　
笑
え
ば
冬
も
　
あ
っ
た
か
い

伊
野
小　
　

６
年　

畑
山　

莉
晏

　

「
こ
ど
も
川
柳
」
は
町
内
全
小
学
校
の
児
童
の
み
な
さ

ん
を
対
象
に
募
集
し
て
い
ま
す
。
次
回
提
出
締
め
切
り
は

１
月
10
日
（
水
）で
す
。
た
く
さ
ん
の
み
な
さ
ん
の
応
募
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。（
応
募
は
各
小
学
校
を
通
じ
て
お

願
い
し
ま
す
。
）

※　

選
評
は
、
川
柳
漣
会
の
み
な
さ
ん
に
お
願
い
し
て
い

ま
す
。 今

月
の
こ
ど
も
川
柳
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南っ子ミュニティでは学校と連携して、あるときは地域の皆さんが学校を、あるときは学校が地域を
応援し合いながら、学校を核としての活動を推進しています。地域、学校がWIN＆WINの楽しい
活気のある町づくりを目指しています。

伊野南小学校を核とした地域コミュニティ作りを目指して 78

　新年明けましておめでとうございます。

　南っ子ミュニティも9年目を迎えました。各ボランティアや地域の皆様のご協力により、子どもたち

の学びや体験が一層充実したものになっています。今年も皆様のご協力をよろしくお願いいたします。

◎小中合同避難訓練
　10月5日に小中合同地震津波避難訓練を行いました。
　13：20に放送がながれ、昼休み時間中の子どもたちは運動場や教室にと
ばらばらな状態でした。運動場ではだんご虫のポーズで頭を守り、しゃがん
で揺れがおさまってから正門に集合しました。1年生と6年生、2年生と5年生、
3年生と4年生がペアを組み、中学校の体育館を目指して逃げました。
　中学校では生徒1名が負傷したとの設定で、担架で運ばれていました。体
育館には小1から中3までが集合し、全員揃うのを静かに待つことができま
した。仁淀消防署の方の話も集中して、全員真剣に聞くことができました。
◎「放課後体験教室」
　折り紙、ヨガ、将棋、護身術、マンガは飛び込みの参加も大歓迎です。
　町内外どなたでも参加できますので、お気軽にお問い合わせ、足をお運
びください。

●１月・２月の体験教室（予定）　参加料　無料

開催日 時　間 教　室 講　師 場　所

1月10日（水） 15：00〜16：30 折 り 紙 吉良　　文 北舎・図工室
1月17日（水） 15：00〜16：30 マ ン ガ 宮部　由佳 北舎・コミュニティＲ
1月20日（土） 10：00〜11：00 日 本 舞 踊 坂東三乃里 北舎・コミュニティＲ
1月24日（水） 15：15〜16：15 ヨ ガ 牧野　共美 北舎・コミュニティＲ
1月24日（水） 15：00〜16：30 三 味 線 田村　花枝 中舎・和室
1月25日（木） 15：15〜16：00 将 棋 森本　健二 中舎・図書室
1月25日（木） 15：15〜16：00 ダ ン ス 坂本万貴子 北舎・コミュニティＲ
1月28日（日） 9：30〜11：30 護 身 術 山田　卓彦 中舎・2年オープン
2月  7日（水） 15：00〜16：30 折 り 紙 吉良　　文 北舎・図工室
2月  8日（木） 15：15〜16：30 将 棋 森本　健二 中舎・図書室
2月  8日（木） 15：15〜16：30 ダ ン ス 坂本万貴子 北舎・コミュニティＲ
2月21日（水） 15：00〜16：30 マ ン ガ 宮部　由佳 北舎・コミュニティＲ
2月21日（水） 15：00〜16：30 三 味 線 田村　花枝 中舎・和室
2月22日（木） 15：15〜16：00 将 棋 森本　健二 中舎・図書室
2月22日（木） 15：15〜16：00 ダ ン ス 坂本万貴子 北舎・コミュニティＲ
2月25日（日） 9：30〜11：30 護 身 術 山田　卓彦 中舎・2年オープン
2月28日（水） 15：15〜16：15 ヨ ガ 牧野　共美 北舎・コミュニティＲ

※日程については変更などがある場合もありますので、最新の情報は伊野南小学校ＨＰ（http://www.kochinet.
ed.jp/inominami-e/）に掲載しています。

※体験教室は、伊野南小学校  ☎ ８９２-１１２１ 辰己・山本　までお問い合わせください。

（医）慶誠会

いの町新町86　　TEL 088－892－0296

院長　高岡和子

禁煙治療も行っています
日曜、祝日、木曜と土曜の午後休診

診 察 医 師

診療時間 月 火 水 木 金 土

○ ○ ☆ ☆ ○ ○

○ ○ ○ ○

午前
9:00～12:30

午後
2:00～6:00

○高岡誠人、高岡和子
☆高岡和子

高岡内科
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枝

川

幼

稚

園 
☆ 
６
年
生
の
半
日
先
生　

楽
し
か
っ

た
よ
！

　

10
月
25
日
に
枝
川
小
学
校
の
６
年
生
が

半
日
先
生
に
な
っ
て
来
て
く
れ
ま
し
た
。

初
め
は
緊
張
し
て
い
た
子
ど
も
た
ち
も
、

６
年
生
が
し
っ
ぽ
取
り
や
お
ん
ぶ
ゲ
ー
ム

な
ど
活
動
を
し
っ
か
り
考
え
て
き
て
く
れ

て
い
た
の
で
、
笑
顔
い
っ
ぱ
い
楽
し
く
遊

ぶ
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
表
情
や
仕
草
を

見
な
が
ら
丁
寧
に
話
し
か
け
て
も
ら
う
な

ど
６
年
生
の
優
し
さ
に
触
れ
、
憧
れ
の
気

持
ち
を
も
っ
た
ひ
と
時
で
し
た
。
６
年
生

あ
り
が
と
う
。

☆ 

伊
野
幼
稚
園
の
お
友
達
と
遊
ん
だ

よ
！

　

10
月
27
日
に
路
面
電
車
に
乗
っ
て
伊
野

幼
稚
園
に
遊
び
に
行
き
ま
し
た
。
園
歌
を

歌
っ
た
り
、
ク
ラ
ス
の
名
前
を
教
え
あ
っ

た
り
、
伊
野
幼
稚
園
の
お
友
達
が
用
意
し

て
く
れ
て
い
た
お
店
屋
さ
ん
ご
っ
こ
で
は
、

買
い
物
や
く
じ
引
き
を
さ
せ
て
も
ら
っ
た

り
し
ま
し
た
。
お
弁
当
を
一
緒
に
食
べ
た

り
お
話
を
し
た
り
し
て
、
と
て
も
楽
し
い

ひ
と
時
を
過
ご
し
、
す
っ
か
り
仲
良
し
に

な
り
ま
し
た
。
帰
り
に
は
、
い
の
町
立
図

書
館
や
い
の
町
役
場
を
見
学
し
ま
し
た
。

　

た
く
さ
ん
の
方
に
「
こ
ん
に
ち
は
」

と
声
を
か
け

て
い
た
だ
き
、

人
と
の
関
わ

り
の
あ
た
た

か
さ
を
感
じ

る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

☆ 

仲
良
く
遊
ぼ
う
！
枝
川
保
幼
の
年

長
組
さ
ん

　

い
つ
も
園
庭
で
は
一
緒
に
遊
ん
で
い
る

保
育
園
幼
稚
園
の
子
ど
も
た
ち
。
年
長
さ

ん
に
な
る
と
、
計
画
的
に
も
っ
と
仲
良
く

な
る
機
会
を
設
け
て
い
き
ま
す
。
11
月
14

日
、
一
緒
に
“
な
べ
な
べ
そ
こ
ぬ
け
”
を

し
て
楽
し
み
ま
し
た
。
35
名
の
大
き
な
お

鍋
の
ひ
っ
く
り
返
り
に
成
功
し
た
と
き
は
、

大
歓
声
が
起
こ
り
ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ

こ
へ
ス
ペ
シ
ャ
ル
ゲ
ス
ト
の
日
向
先
生
登

場
！
“
あ
ぶ
く
た
っ
た
”
の
わ
ら
べ
歌
遊

び
を
一
緒
に
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

大
入
道
の
登
場
に
、
思
わ
ず
体
が
動
き
一

目
散
に
逃
げ
た
子
ど
も
た
ち
で
す
。
４
月

に
は
枝
川
小
学
校
に
一
緒
に
入
学
す
る
35

名
の
子
ど
も
た
ち
。
笑
顔
が
溢
れ
、
友
達

と
の
関
わ
り
の
楽
し
さ
を
い
っ
ぱ
い
に
感

じ
ま
し
た
。

伊

野

小

学

校 

◆ 

人
権
擁
護
委
員
か
ら
学
ぶ

　

10
月
４
日
、
人
権
擁
護
委
員
さ
ん
が
３

年
生
に
『
葉
っ
ぱ
の
フ
レ
デ
ィ
』
の
劇
を

し
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
『
命
の
大
切
さ
』

で
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
命
に
つ
い
て

深
く
考
え
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
10
月
31
日
に
は
、
人
権
の
花

（
パ
ン
ジ
ー
）
を
植
え
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
は
、
二
人
一
組
に
な
っ
て
プ
ラ
ン

タ
ー
に
土
を
入
れ
、
丁
寧
に
花
を
植
え
ま

し
た
。
人
権
擁
護
委
員
さ
ん
か
ら
は
「
こ

の
前
の
葉
っ
ぱ
の
フ
レ
デ
ィ
で
お
話
し
た

よ
う
に
、
こ
の
花
に
も
命
が
あ
り
ま
す
。

ど
う
か
大
切
に
育
て
て
く
だ
さ
い
。
」
と

お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
植
え
た
花
は
、

こ
れ
か
ら
水
や
り
な
ど
の
お
世
話
を
し
な

が
ら
大
切
に
育
て
て
い
き
ま
す
。
12
月
に

は
、
地
域
の
「
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

あ
い
の
」
へ
届
け
、
交
流
を
行
い
ま
し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
さ
ん
か
ら
命
、
人
権
の

大
切
さ
を
学
ぶ
子
ど
も
た
ち
、
こ
れ
か
ら

も
自
他
を
大
切
に
す
る
優
し
い
心
を
育
ん

で
い
っ
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

◆ 

校
内
音
楽
会

　

11
月
12
日
に
校
内
音
楽
会
を
し
ま
し
た
。
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元気でいきいき

暮らしたい～の No.45

ほけん福祉課

地域包括支援センター

　(すこやかセンター伊野内）

☎ 088－893－0231

音
楽
会
は
本
校
の
文
化
的
行
事
の
１
つ
で

あ
り
、
音
楽
を
通
し
て
、
自
分
た
ち
の
思

い
や
願
い
を
届
け
る
、
友
達
同
士
が
つ
な

が
っ
て
い
く
、
そ
し
て
皆
が
成
長
し
て
い

く
過
程
を
大
切
に
し
て
き
ま
し
た
。
当
日

の
午
前
は
、
学
年
・
学
級
の
発
表
を
聞
き
、

午
後
は
保
護
者
や
地
域
の
方
々
に
聞
い
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
少
し
緊
張
し
て
い
ま
し

た
が
、
は
な
ま
る
学
級
の
力
強
い
和
太
鼓

演
奏
か
ら
始
ま
り
最
後
の
６
年
生
の
発
表

ま
で
、
元
気
に
、
リ
ズ
ム
よ
く
、
さ
わ
や

か
に
、
美
し
く
斉
唱
・
合
唱
し
た
り
、
合

奏
し
た
り
し
ま
し
た
。
温
か
い
ま
な
ざ
し

で
子
ど
も
た
ち
を
見
つ
め
る
保
護
者
、
リ

ズ
ム
を
と
っ
て
聞
い
て
い
る
地
域
の
方
が

い
て
、
と
て
も
和
や
か
な
会
場
内
で
し
た
。

　

６
年
生
の

発
表
後
は
ア

ン
コ
ー
ル
も

あ
り
、
小
学

校
最
後
の
音

楽
会
と
な
っ

た
６
年
生
は

い
い
思
い
出

が
で
き
た
と

思
い
ま
す
。

　

保
護
者
、

地
域
の
皆
様
、

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し

た
。

「るんるん若ガエル体操」
がパワーアップ！
3月にお披露目会を予定！

　ストレッチ・筋トレ・有酸素運動を組み合わせた、椅子に座って１時間位でできる「るんるん若ガエル体

操」は、15周年を目前にし、より効果的な体操を目指して改良しました。あなたもぜひ体験してみませんか？

体操の「お披露目会」は改めて広報や体操グループのリーダーさん等へお知らせします。

「近くに体操する場所

がない」場合は？

　体操グループの立ち上げご希望
の集会所に、理学療法士と保健師
が出向きます。
　また、集会所がお近くにない場
合は最寄のグループをご紹介しま
す。
　お気軽にご相談ください。

　週１～３回程度、集会所等を使い町内73ヶ所でグルー
プ活動をしています。「地域の集いでちょっとしたボラ
ンティア活動をしてみたい」「三日坊主になるので誰か
と一緒に運動したい」そんな思いを、体操グループでか
なえてみませんか?

るんるん若ガエル体操グループを

支える仲間（サポーター）に

なりませんか？

求職者支援訓練　1月募集コース

「就職に役立つ職業訓練受講生募集」
　就職を目指してスキルアップをお考えの方のために、3か月〜5か月の職業訓練コースを開講します。
　受講料は無料（テキスト代等は別途必要）。
　訓練期間中から修了後にわたって、ハローワークと各訓練施設が積極的に就職支援を行います。
　受講申し込みは、住所地を所管するハローワークへお願いいたします。
　2月以降の募集の訓練内容や説明会等詳細に関するお問い合わせは、ポリテクセンター高知（☎088‒833‒1324）
までお願いいたします。

№
訓練

コース名
実施機関名

（訓練実施施設名）
定員

訓練
期間

入所日 〜
終了日

募集期間
（説明会日時）

選考日
選考結果発送
（通知）日

1 
美容セラピー・
エステティック

養成科

ソワン・サクレ
（うぐるす教室）

15人 5か月

２月14日（水）

〜

７月13日（金）

平成29年12月26日〜1月16日㈫

1月29日㈪ 2月1日㈭追加
募集 1月17日㈬〜1月23日㈫

【説明会】平成29年12月27日、1月14日㈰

2 
ITビジネスパソ
コン基礎科

キャリアマネジメント
サービス四国

（ＣＭＳ四国宝永
パソコン教室）

15人 3か月

３月 １日（木）

〜

５月31日（木）

1月11日㈭〜1月31日㈬

2月14日㈬ 2月19日㈪追加
募集 2月1日㈭〜2月7日㈬

【説明会】1月22日㈪、29日㈪
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仁淀病院からのお知らせ

地域医療連携室からのお知らせ

外来からのお知らせ

退院調整看護師　窪内　真巳子

外来　看護師長　松岡　真弓

　4月から地域医療連携室（医療相談室）退院調整

看護師に就任しました窪内真巳子と申します。私は、

これまで急性期病院で3年ほど勤務した後、緩和ケ

ア認定看護師として10年間緩和ケア外来や緩和ケ

ア病棟で多くの患者さん・ご家族の方々の意思決定

を支援させていただきました。

　「緩和ケア」という言葉は最近、世間でも耳にす

るようになってきました。しかし、「がんになった

ら緩和ケア」という形で始まった緩和医療は、日本

ではまだ「がん患者」だけを対象とした医療・ケア

だと思われがちです。

　人は、生まれたら誰しもが必ず死に向かって生き

ていきます。そして、がんだけでなく何の疾患で

あっても、心身ともに苦痛症状が出現することがあ

ります。また、病気でなく老化していく過程でも心

身の苦痛を伴う方がいらっしゃいます。今後、緩和

医療・ケアはすべての疾患、すべての人に対しても

必要なものとなると思われます。

　私は、少しでも多くの方の心身の苦しみが和らぐ

ように、また、患者さん・ご家族の皆さんが様々な

岐路で意思決定をできるようにお手伝いさせていた

だきたいと考えています。外来受診時から入院、退

院までの流れがスムーズに進むように退院調整看護

師として支援させていただきます。

　お困りのことがありましたら、お気軽に医療相談

室まで声をおかけください。地域出前講座も承って

いますので、地域の方、医療・福祉関係の方等どな

たからでもご連絡をお待ちしています。

▪問い合わせ

　地域医療連携室（医療相談室）

　☎ 893–1551　 8：30～17：00

　外来では糖尿病で通院中の方に足のチェック

（フットチェック）・足のケア（フットケア）をし

ています。糖尿病を患うと血管障害や神経障害が進

行したり感染しやすくなることから、足の傷が治ら

なくなったり、ひどくなると足の切断が必要となる

ことがあります。そうならないためにも、日頃から

足の状態を確認しケアをしていくことが重要です。

　外来では、糖尿病の方が受診したときに、診察や

検査の待ち時間を利用して足のチェック（フット

チェック）を実施しています。足のチェックで足の

ケア（フットケア）が必要となれば主治医からの

説明後、後日1時間ほどかけて足のケア（フットケ

ア）を実施します。フットケアは、高知県糖尿病療

養指導士の資格を持つ外来看護師が毎週月曜・水曜

の午後、予約制で実施しています。フットケアの実

施には、医療保険対象となるため若干の費用が必要

となります。

　足の健康は、生活そのものの健康につながります。

糖尿病の治療中で足が気になる方、今まで足につい

て気にしたことがなかった方も一度自分

の足の状態をチェックしてみませんか。

　詳細につきましては、内科外来までお

問い合わせください。

　　　　　　　　　　　☎ 893–1551　　　　
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警察署からのお知らせ
 土佐警察署　　  852ー0110
 いの警察庁舎　  893ー1234

110番通報の適切な利用を
～１月10日は110番の日～

1 緊急の場合は１１０番
　　１月10日（水）は「１１０番の日」です。
　　110番は、事件や事故が発生した際に、県民

の皆さんと警察を結ぶホットラインであり、安
全で安心な日常生活に欠かすことのできないも
のです。

　　110番通報に対応するため、警察本部通信指
令課では、110番通報を受理する一方で、通信
指令システムや無線で、パトカーや交番所員を
現場へ急行させるよう指令しています。

　　皆さんからの通報が、早い事案解決に繋がり
ます。

2 １１０番のかけ方
　　110番をかけるときは、まず落ち着いて
　　「何があったのか？」、「どこであったのか？」、
　　「いつあったのか？」、「犯人は？」
　　「今どうなっているのか？」、「あなたの住所・

名前は？」など、質問に冷静にお答えください。
　　携帯電話から110番されるときには、運転中

は必ず車両を停止し、歩行中であれば立ち止
まって通報してください。

　　なお「いたずら電話」は、重要な緊急電話の
障害となりますので、絶対に止めてくだい。

3 メール等１１０番
　　通信指令課では、110番電話のほか、ファッ

クス110番やメール110番を設置し、聴覚や言
語機能に障害のある方などのために、文書や
メールによる110番通報も受け付けています。

4 警察相談電話等の利用
　　警察による緊急の対応を必要としない各種ご

相談やお問い合わせ等は、
　　　「＃９１１０」
　　又は最寄りの警察署の各相談窓口をご利用く

ださい。

訪問歯科診療のご案内

寝たきりなどの理由で通院できない方、認知症などで自分の歯みがきが不十分な方のた

めに、自宅や施設でご希望に沿った歯科診療、口腔ケアを行っています。医療保険自己負担

金のみで交通費はいただいておりません。

いの町天王南2丁目1－1
（天王ニュータウンサンプラザ西隣） 891－6488 検索安光歯科

DLメール110番

（携帯電話・パソコンからも通報できます。）
（メールアドレス）
　http://780-dlmail110.jp/
　事件ですか？事故ですか？
　場所はどこですか？
○ 簡単な入力で、質問・応答を送受信できます。
　FAX110番（ファックスを利用して通報で

きます。） （０８８）８７５－２１１０

インフルエンザワクチン定期予防接種の接種期間延長について

　【問い合わせ・免除申請場所】 ほけん福祉課（すこやかセンター伊野内）　☎ ８９３−３８１１ 

 吾北総合支所住民福祉課　　　　　　　　　☎ ８６７−２３００ 

 本川総合支所住民福祉課　　　　　　　　　☎ ８６９−２１１４

　今冬のインフルエンザワクチンは、供給が遅延しているため、今年度に限り下記のとおり接種期間を１か月
延長します。

◇接種期間　1
平成29年

0月1日〜1
平成29年

2月31日 　　　【延長後】1
平成29年

0月1日～ 1月31日（水）  ※医療機関の休診日を除きます。

対　　象　　者 自己負担額

平成29年12月31日までに65歳以上になる方 1,100円

平成29年12月31日までに60歳から64歳になり、次の要件に当てはまる方 1,100円

心臓、じん臓又は呼吸器の機能に自己の身辺の日常生活が極度に制限される程度の障害を有する方、
またはヒト免疫不全ウイルスにより免疫の機能に日常生活がほとんど不可能な程度の障害を有する方

上記の対象者に該当し、接種日に生活保護を受給
している方

無料　※接種前に下記の免除申請場所で自己負担金
　　　　免除証明書の申請が必要です。
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いの町新町20－1

TEL（088）893－5161

■日帰り白内障手術
■ＯＣＴ（光干渉断層計）

院長　山　岡　昭　宏
13:00
まで

図書館だより 月1
新しく入った本
【小説】

・銀杏手ならい（西條　奈加 ／ 祥伝社）
・西郷どん！前・後編（林　真理子 ／ KADOKAWA）
・ノーマンズランド（誉田　哲也 ／ 光文社）

・ねこ町駅前商店街日々便り（柴田　よしき ／ 祥伝社）
・キラキラ共和国（小川　糸 ／ 幻冬舎）
・覆面作家（大沢　在昌 ／ 講談社）

・もののけ屋４　四階フロアは妖怪だらけ（廣嶋　玲子 ／ 静山社） ・５分後に禁断のラスト（エブリスタ ／ 河出書房新社）

・しょせん幸せなんて、自己申告。（綾小路　きみまろ ／ 朝日新聞出版）
・ラストシーン（北野　武 ／ ロッキング・オン）
・ありがとうのかんづめ（俵　万智 ／ 小学館）

・卒母のススメ（西原　理恵子＋卒母―ズ ／ 毎日新聞出版）
・月夜の散歩（角田　光代 ／ オレンジページ）
・医者が教える食事術最強の教科書（牧田　善二 ／ ダイヤモンド社）

【児童】

【ノンフィクション・その他】

・福BOOKで読書初め！～本の福袋50個限定貸出～
・開運図書館おみくじ
・47都道府県ご当地○○

今月のテーマ展示

◆ 移動図書館バス「やまびこ号」

巡回地区及び主な停車場所

いの町立図書館・本館

いの町立図書館枝川分室
（枝川コミュニティセンター内）

住所…いの町元町41番地　☎ 850-4360　
開館時間…9：30～18：00
休館日…年始［1日（月）・2日（火）・3日（水）］
　　　　毎週月曜日・祝日　館内整理日［31日（水）］

住所…いの町枝川2462番地　☎ 850-4350
開館時間…9：30～18：00
休館日…年始［1日（月）・2日（火）・3日（水）］
　　　　月・水・金・日曜日・祝日

●いの町立図書館の本は、本館・枝川分室どちらでも
返却できます。また、高知県立図書館・高知市立市
民図書館の本も、返却できます。

ご存知ですか？「本との出会い推進員」
　いの町では、小中学校図書室や子育て支援セン
ター「ぐりぐらひろば」、乳幼児健診会場などに「本と
の出会い推進員」を派遣し、子どもたちの読書活動
を支援する活動を行っています。本や子どもの読書
についてなどお気軽にご相談ください。

～本との出会い推進員が訪問します～
・７か月児健診  ……………………… 1月11日（木）
・ぐりぐらひろば  ………………… 1月16日（火）
・3歳児健診  ………………………… 1月25日（木）

秋の読書週間スタンプラリーの
景品引換は
1月6日㈯から（先着50名）です。

1月5日（金）　10：00～11：30

【対象：読み聞かせボランティア】

　読み聞かせボランティアをしている方やこれから始めたい方を対
象に、勉強会を開催しています。いろいろな本に触れ、読み聞かせの
コツを共有しましょう。
　今月は「知的好奇心を刺激する」をテーマにいろいろなジャンルの
本をご紹介します。申し込み不要ですので、お気軽にご参加ください。

 読み聞かせ勉強会 

1月16日（火） 10：30～11：00

～あかちゃんと楽しむ絵本とわらべうたの時間～
【対象：０～３歳児・保護者】

おはなし会は

　絵本や季節のわらべうたを楽しむおはなし会です。月齢に
応じた絵本の選び方などもご紹介しています。おむつ替えや
授乳ができる部屋もありますので、お気軽にご参加ください。

　絵本や昔話などをテーマにしたかるたを使って、年齢別に
競います。後半は、みんなでわらべうたを楽しみましょう。た
くさんのご参加をお待ちしています。

　申込方法　図書館本館までお電話または直接
　　　　　　お申し込みください。

 くつしたのあな 

1月20日（土） 14：30～15：30

～幼児から小学生のための読み聞かせの時間～
新春！かるた大会＆わらべうたあそび

【対象：幼児～小学生】

 Peek a boo 

◆本館・分室とも1月4日（木）より通常開館◆

火曜日…吾北方面
勝賀瀬郵便局・むささび温泉・吾
北総合支所・吾北中央公民館・水
辺の駅あいの里　ほか

水曜日…天王方面
紙の博物館・天王南２丁目公園・
天王南３丁目集会所・天王南７丁
目集会所・天王コミュニティセン
ター・天王北４丁目広場・池ノ内コ
ミュニティセンター　ほか

木曜日…本川方面
633美の里・本川遊漁センター・
本川総合支所・三瀬駐在所　ほか
※停車場所・時間帯などの詳細は、

図書館までお問い合わせください。

1月9日（火）より

通常運行

蔵書点検に伴う休館のお知らせ　2月5日（月）～2月12日（月）
上記の期間、本館・枝川分室・図書館バスは休館します。ご不便をおかけしま
すが、ご了承ください。



ぐりぐらひろば（いの町地域子育て支援センター）からのお知らせ
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診療時間：　９時 ～ １２時３０分

　　　　　１４時 ～ １７時３０分

～産前産後のママたちの出会いのひろば～

開室日時：月～金曜日　9：30～15：00

産前産後ママたちが集えるカフェのようなお部屋で
す。妊娠期や赤ちゃんのことを知るＤＶＤや図書も
用意しています。お気軽にご利用ください。

妊婦さん～産後4ヵ月までの親子対象

木曜日　10：00～11：30

▪1月11日（木）　　　　　　　　　　　

 『マタニティ&産後ヨガ』
　講師：助産師　藤原　恵　先生
　～安産に向けての体づくり・心づくり
　産後は自分の体を知り、リラックス～
　＊バスタオル持参

▪2月1日（木）

 『図書館司書による読み聞かせ』
 『子守唄いろいろ』

妊婦さん～就園前親子対象

▪1月18日（木）９：45～11：30　　　　 要予約

　食育講座『離乳食講座Ⅱ』
　講師：ほけん福祉課　管理栄養士

妊婦さんから就園前親子のための講座

ぐりぐら♡ほっとルーム

ぐりぐら♡ほっと講座

ぐりぐら講座

【申込・問い合わせ】　ぐりぐらひろば（いの町総合健康センター内）　☎ 8 9 2 - 3 1 5 1

持ってくるもの：母子手帳

手遊びや絵本の紹介、わらべ唄遊びなど親子のあたたかなひととき

総合健康センターに訪れる
高齢者や妊婦さんも含め
乳幼児親子が参加

♡町内在住の妊婦さんへ♡

妊娠期に講座を受けられた方に、母子手帳交付時の「なないろはぁとご招待

＆プレゼント券」でオーガニック素材のベビーケットをお渡ししています。

開所時間

9:30 ～15:00

ぐりぐらひろばHP

◆出張Peek a boo◆
～図書館司書とわらべうた遊び～

◆合同避難訓練◆
～水消火器による消火訓練～

要予約  の行事は事前にお申し込みください。詳細は、ぐりぐらつうしんをご覧ください。

★まさちゃんの歌とふれあい遊び

　１月12日（金）10：30～11：00

★本との出会い推進員さんによる読み聞かせ

　＆小麦粉粘土あそび

　１月16日（火）10：00～11：00

★出張Peek a boo

　１月23日（火） 10：30～11：00

★おやこっこたいむ（育児相談）

　１月30日（火）   9：30～11：30（受付は 9：50まで）

★本との出会い推進員さんによる読み聞かせ＆豆まき

　２月  2日（金）10：00～11：00

1月・2月初旬行事予定
子育て支援

ボランティア募集中！！
関心のある方はご連絡ください

ぐりぐらひろばで
気軽な相談 

育児や人間関係、ご家族やご自身のことなど、何でもお聞かせください。
お電話での予約や相談も受付けています。

★親と子の心の相談室（親と子の心の相談員）：毎週水・金 11：00～16：00

産前産後の
ママたちの

出会いと憩いの場
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1 月 ・ 2 月 の 催 し 物

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊
　年末年始の休館日は、
　12月27日～1月1日（月）、
　4日（木）です。
　1月2日（火）・3日（水）は開館します。
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

＜年始特別イベント＞

■２日（火）13：30～「和紙と舞台芸術」

■３日（水）11：00～ 虹の会による「尺八演奏と唄」

覧展 会

◆2018　草流舎　素朴な干支展
　1月8日（月）まで
　往古より伝えられてきた素材の力

を借りて「昔を今にする」。郷土人
形ほか和紙と漆喰を用いた作品
約550点を展示します。

　絵付け体験　※要事前申込
　日時：1月7日（日） 13：00～15：00
　対象：小学生以上
　参加費：2,000円(別途入館料要)
◆「幕末維新写真展」
　志国高知幕末維新博 特別巡回展vol.4
　1月2日（火）～2月18日（日）
　写真黎明期の技術であるガラス

湿板写真を中心とした幕末維新
写真展です。会期中は古写真体験
イベントも開催します。詳細は下欄
をご覧ください。

◆手づくり紙芝居コンクール優秀作品展
　1月17日（水）～1月28日（日）
　手づくり紙芝居コンクール（上位

入賞）の優秀作品を展示します。
◆書き初め作品展
　1月28日（日）～2月4日（日）
　小中学生が書き初め大会に出品

した全作品を展示します。

◆imagination 秋山利恵和紙工芸展
　2月4日（日）～2月18日（日）
　イマジネーションを感じさせる想

像の世界感とあたたかみのある和
紙の持つエネルギーの魅力をお楽
しみください。

◆石鉢と山野草展
　2月10日（土）～2月12日（月・祝）
　山野草、カンアオイ、蘭科植物など

約150点を展示します。
◆虹の会　色鉛筆画作品展
　2月23日（金）～3月9日（金）
　虹の会会員が描いた色鉛筆画約

40点を展示します。

ギャラリー・コパ
 893-1200

●開館時間　9:00～17:00

◇早春の山野草展
　１月１２日（金）～１月２１日（日）
　山野草保存会の展示会です。春の

山野草、盆景をはじめ、カンアオイ、
蘭科植物など約150鉢を展示販売
します。

紙の博物館

 893-0886

●開館時間　9:00～17:00

●休 館 日　毎週月曜日

 　　　　　  （ただし、祝日は開館し翌日休館）

●入 館 料　大人500円/小中高生100円

 　　　　　  65歳以上250円（要年齢証明）

■販売コーナーは入場無料です。

■購入日から1年間、何度でも入場できる

お得な年間観覧券（1,500円）販売中！

http://kamihaku.com/ 検索

院長　森 木  光 司

吾川郡いの町3674 TEL（088）893‐0014

医療法人
光生会 森 木 病 院

内　科

外　科

小児科

循環器内科

消化器内科

リハビリテーション科

人工透析

「楮の皮はぎ」を体験してみませんか？

　楮を蒸して皮をはぐ作業は、和紙を作る最初の
工程です。紙の博物館職員と土佐和紙工芸村ス
タッフが例年行っているこの作業を、見学・体
験してみませんか？参加費無料で、申込は不要で
す。当日会場へお越しください。
▪日　時：１月31日（水）12時半頃〜
　　　　　◎蒸しあがり予定　13時

▪会　場：土佐和紙工芸村　楮畑
※土佐和紙工芸村は定休日です。駐車場にある看

板を目印に、直接「楮畑」までお越しくださ
い。（駐車場から徒歩約５分）

▪持ち物：軍手・防寒具・タオル・飲物
※汚れてもいい服装でお越しください。
▪問い合わせ：土佐和紙工芸村実習室
　　　　　　　☎ 892-0127

①古典技法による「鶏卵紙焼き付け体験」

　当時に近い技法で幕末の志士の写真を
鶏卵紙に焼き付けるワークショップです。
▪開催日時

　1月5日㈮・6日㈯、2月9日㈮・10日㈯
　各日　①10：00〜
　　　　②13：30〜（所要時間　約90分）
※参加希望の方は、いの町紙の博物館
　（☎088-893-0886）へお申し込ください。

②湿板写真家・林氏による「ガラス湿板写真撮影体験」

　専門の写真家が当時の「ガラス湿板写真機」で
参加者の記念写真を撮影します。
▪開催日時　1月7日㈰・8日（月・祝）
　　　　　　2月11日㈰・12日（月・振休）
　　　　　　各日  9：30、10：30、13：30、14：30、
　　　　　　　　15：30（所要時間 約40分）
※事前申込はございません。各回2組まで。希望者

多数の場合は抽選となります。 

「幕末維新写真展」志国高知幕末維新博 特別巡回展vol.4　　　　　2018.1.2（火）▶2.18（日）

やってみよう！古写真体験イベント　参加費無料！（※入館料が必要です。）
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パソコン・スマホ・タブレット個別相談室

開催時間 受講料ほか 2月日程

パソコン・スマホ・タブレット

個別相談室

※VBA＆CADなどは除く

申込1件

1時間以内

10:00～16:00

※予約がない場合

は中止します。

受講料

 1,000円

2／  3（土）、  4（日）

2／10（土）、11（日）

2／17（土）、18（日）

2／24（土）、25（日）

Windows操作・印刷からワード・エクセル
活用・アクセス基礎・デジカメ・LANネット
ワーク基礎・インターネットとメール・etcの
相談室です。
スマートフォン・タブレットについては、
WiFi接続や基本操作などです。
（C言語やVBAなどの言語関係・CAD
（図面ソフト）は除く。）その他の内容に
ついては、予約の時に相談内容をお願いし
ます。

はじめての手話教室
手話は手や指を使ってコミュニケーションをとる言語

また、表情や目線、口の形などを使って表現します

先ずは、簡単なあいさつや会話を楽しく学んでみましょう

■講　師 ： 松
まつした

下　　幹
みき

 先生　　山
やまもと

本　厚
あつ

美
み

 先生
日　時 ２月３日（土）　９：００〜１２：００
場　所 高知県立高知青少年の家　会議室（いの町天王北1‒14）
対　象 手話学習初心者（中学生以上の方）
参加費 無　料
定　員 20名（定員になり次第、締め切りとさせていただきます。）
締　切 １月31日（水）

●申 込 方 法：電話又は来館にて受付いたします。（受付時間 9：00〜17：00）
　　　　　　　氏名、（学生は学校名・学年）、連絡先等をお聞きします。
●問い合わせ：高知県立高知青少年の家（いの町天王北1-14）　☎ ０８８－８９１－５３３１
●主　　　催：高知県立高知青少年の家　　　

喜び

強い
元気

友達
幸せ

～手から生れる言葉たち！　手話をはじめてみませんか～

 

申 込 方 法

持参する物

生涯学習係窓口へ直接又はお電話で！　いの町1700-1　教育委員会事務局

受付　月～金曜日（祝日を除く。）　8：30～17：15　  893－1922

［受付内容　氏名・住所・電話・受講講座名・※相談内容］

筆記用具・講座に応じて

（使用している機器：スマホ・タブレット・パソコン・電源・マウス他付属品等）

パソコン教室のご案内　2月開催予定講座

パソコンやってみん!?

2 月
予 定 表

2月分締切日：1月25日（木）17：00
主　催：いの町教育委員会事務局・伊野公民館
講　師：森　清仁
会　場：すこやかセンター　小会議室

パ ソコ ン・ス マ ホ・
タブレット個別相談室

　ソーレまつりは、たくさんの人に「ソーレを知ってほしい！身近に感じてほしい！」と願って、ソーレ
が開館した１月に毎年開催しています。
　宮川一朗太さんの記念講演会や日ごろソーレで活動している利用団体によるバザーや活動発表など、楽
しいイベント盛りだくさんです。
　ぜひご来館ください。

【入場料】　無料　　　　　【託　児】　あり（６カ月〜就学前児童、無料）
【内　容】　●イベント（活動発表会、バザー、企画・展示　※日によって内容が変わります。）
　　　　　 　　１月27日（土）・28日（日）　9：30〜16：00
　　　　　　●宮川一朗太さん記念講演会「シングルファーザーの子育て日記」
　　　　　　　１月28日（日）　13：30 〜15：00（13：00開場）
　　　　　　　定員は250名（予約優先）、申し込みは電話又はホームページにて受付中。
【申込・問い合わせ】こうち男女共同参画センター「ソーレ」　☎ ０８８-８７３-９１００

ソーレまつり2018　ソーレでつなぐ未来へのきずな
～踏み出そう新しい一歩～



＜７か月児健診、３歳児健診、４か月児健診は個別に通知します。＞

◦1月1日～10日の予定は広報12月号をご覧ください。都合により変更する場合がありますのでご了承ください。

（ 1／11〜2／10 ）

子育てサービス
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広報いのは再生紙を使用し、

大豆インクで印刷しています。

月 月

内　　容 日　程 場　　所 受付時間

お や こ っ こ た い む

（  育  児  相  談  ）

1/16（火） 枝川コミュニティセンター

9：30〜 9：50

1/23（火） 天王コミュニティセンター

1/30（火） 総合健康センター（ぐりぐらひろば）

2/  6（火） 枝川コミュニティセンター

７ か 月 児 健 診 1/11（木）

すこやかセンター伊野 13：00〜３ 歳 児 健 診 1/25（木）

４ か 月 児 健 診 2/  1（木）

マタニティ教室♥たまごっこたいむ※ 1/19（金） 総合健康センター（ぐりぐらひろば） 13：15〜13：30

※マタニティ教室♥たまごっこたいむに参加希望の方は、ほけん福祉課（すこやかセンター伊野内）

　（☎ 088-893-3811）までお申し込みください。

在
宅
当
番
医

予
　
定
　
表

1
　
月

1（月） 仁 淀 病 院 ☎ 893-1551

2
　
月

　４（日） い の 病 院 ☎ 893-0047

2（火） い の 病 院 ☎ 893-0047 １１（日） さ く ら 病 院 ☎ 893-5111

3（水） さ く ら 病 院 ☎ 893-5111 １２（月） 仁 淀 病 院 ☎ 893-1551

7（日） い の 病 院 ☎ 893-0047 １８（日） 森 木 病 院 ☎ 893-0014

8（月） 仁 淀 病 院 ☎ 893-1551 ２５（日） 山 内 内 科 ☎ 893-3111

14（日） 天 王 診 療 所 ☎ 891-6678

21（日） 森 木 病 院 ☎ 893-0014

28（日） 仁 淀 病 院 ☎ 893-1551

昭和57年～昭和59年製の
トヨトミ石油ファンヒーターを探しています
上記期間に製造された製品には、現在、取り付けが義務化されている安全装置が装着されて
おりません。誤った使用方法により、事故が起こる可能性があるため、1986年（昭和61年）
より自主交換を行っております。

対 象 機 種

LCR-3・LCR-3-1

LS-3・LS-3-1・LS-6

ご 連 絡 先

株式会社
フリー
コール0120-104-1540120-104-154
お客様よりお知らせ頂きました個人情報は、商品の交換目的以外には使用いたしません。

※現在の石油ファンヒーターはPSCで定められた安全装置が全機種についております。

〒467-0855

名古屋市瑞穂区桃園町5番17号

※都合により当番医が変更となる場合があります。

受診の前に電話でご確認ください。


